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　９月 22 日、秋の全国交通安全運動に合わせ、交
通安全フェアｉｎ行田が県立さきたま史跡の博物館
臨時駐車場で開催され、多くの来場者でにぎわいま
した。　
　会場では、運転適性診断やアルコール検知体験の
コーナーのほか、埼玉県警女性白バイ隊「ＳＫＩＰ」
によるスラローム走行が実演されました。来場者の
目をくぎ付けにした見事な運転テクニックに「すご
い」「格好いい」などの声があがっていました。

いただきます！おいしい行田産
　～地産地消で新鮮な農産物を食卓へ～……………２～３
金婚夫婦 208 組を祝福………４～５
埼玉 B 級ご当地グルメ王決定戦を開催！！……………８
市職員の給与などを公表します……………１４
保健案内……………２０
写真館……………２４～２５
広場……………２６～２７
催し・募集……………２８～３１
歴史系譜・キラリ元気……………３２
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行
田
市
の
面
積
の
う
ち
、
農
産
物
の
生

産
に
利
用
さ
れ
て
い
る
田
ん
ぼ
や
畑
の
面

積
は
ど
の
く
ら
い
か
わ
か
る
か
な
。

　

う
～
ん
…
。
10
％
く
ら
い
？

　

実
は
、
行
田
市
の
面
積
６
千
７
３
７
ha

の
う
ち
、
農
産
物
の
生
産
に
利
用
さ
れ
て

い
る
土
地
の
面
積
は
、
３
千
６
２
０
ha
も

あ
る
の
。
実
に
53
・
７
％
を
占
め
て
い
る

の
よ
。

　

そ
ん
な
に
!?　

ど
ん
な
も
の
が
作
ら
れ

て
い
る
の
。

　

荒
川
と
利
根
川
に
囲
ま
れ
て
豊
か
な
水

系
を
持
つ
行
田
市
は
、
米
や
麦
の
生
産
が

盛
ん
な
の
よ
。
お
米
を
植
え
た
面
積
（
作

付
面
積
）
は
、
２
千
３
６
０
ha
で
県
内
一
。

麦
の
作
付
面
積
は
９
７
５
ha
で
県
内
２
番

目
。
ま
さ
に
埼
玉
県
を
代
表
す
る
穀
倉
地

帯
な
の
よ
。

　

す
ご
い
！

　

で
も
、
こ
の
ほ
か
に
も
市
内
で
は
い
ろ

い
ろ
な
農
産
物
が
生
産
さ
れ
て
い
て
、
き

ゅ
う
り
や
ね
ぎ
な
ど
の
野
菜
に
果
物
、
鉢

花
、
養
豚
や
養
鶏
、
酪
農
も
営
ま
れ
て
い

て
、
農
業
産
出
額
は
50
億
５
千
万
円
に
も

の
ぼ
っ
て
い
る
の
よ
。

　

そ
ん
な
に
た
く
さ
ん
あ
る
と
は
知
ら
な

か
っ
た
な
ぁ
。

　

最
近
は
消
費
者
の
食
へ
の
安
全
や
安
心

に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
き
て
、
ど
こ

で
ど
の
よ
う
に
生
産
さ
れ
た
か
が
重
要
視

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
。
そ
の
よ

う
な
中
で
、
「
地
産
地
消
」
の
推
進
も
活

発
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
よ
。

　

地
産
地
消
…
？

　

そ
う
。
「
地
元
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物

を
地
元
で
消
費
し
よ
う
」
と
い
う
取
り
組

み
よ
。

　

へ
え
～
。
で
も
、
地
産
地
消
っ
て
何
か

い
い
こ
と
が
あ
る
の
か
な
。

　

収
穫
し
た
農
作
物
を
、
時
間
や
費
用
の

か
か
る
遠
く
の
市
場
へ
出
荷
す
る
よ
り
も
、

地
元
で
売
れ
ば
新
鮮
な
商
品
を
消
費
者
に

届
け
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
流
通
に
か
か

る
費
用
も
減
ら
す
こ
と
で
き
る
。
消
費
者

に
と
っ
て
も
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
作
ら
れ

た
農
産
物
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
な
所
で
ど

の
よ
う
な
人
が
作
っ
た
か
が
分
か
っ
て
、

安
心
。
売
る
側
、
買
う
側
に
と
っ
て
、
と

て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
え
る
わ
ね
。

　

皆
さ
ん
は
、
普
段
口
に
し
て
い
る
米
や
野
菜
な
ど
の
農
産
物
が
ど
こ
で
ど
の

よ
う
に
採
れ
た
も
の
か
、
ご
存
じ
で
す
か
。
市
内
で
は
、
米
や
麦
を
は
じ
め
と

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
農
産
物
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
行
田
市
の
農
業
と
地
産
地
消
に
つ
い
て
、
市
内
の
小
学
生
マ
ナ
ブ

君
と
一
緒
に
、
農
業
に
詳
し
い
ツ
ボ
ミ
先
生
に
教
え
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

行
田
市
の
農
業
の
状
況

消
費
者
ニ
ー
ズ
と
地
産
地
消

ツボミ先生

行田産農産物を一堂に集めた農業祭

～地産地消で新鮮な農産物を食卓へ～～地産地消で新鮮な農産物を食卓へ～

マナブ君
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な
る
ほ
ど
。
新
鮮
な
も
の
を
新
鮮
な
う

ち
に
食
べ
ら
れ
る
っ
て
い
う
の
は
い
い
ね
。

　

そ
う
で
し
ょ
う
。
毎
日
食
べ
て
い
る
給

食
に
も
行
田
産
の
米
や
野
菜
が
た
く
さ
ん

使
わ
れ
て
い
る
の
よ
。

　

先
生
、
ど
こ
へ
行
け
ば
行
田
産
の
農
産

物
が
買
え
る
の
。

　

市
内
に
数
カ
所
あ
る
農
産
物
直
売
所
で

買
え
る
わ
よ
。
お
米
や
野
菜
だ
け
で
な
く
、

み
そ
や
ジ
ャ
ム
な
ど
の
加
工
品
、
卵
や
鉢

花
な
ど
た
く
さ
ん
の
農
産
物
を
売
っ
て
い

る
の
。
他
に
も
市
内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
で
取
り
扱
っ
て
い
る
店
舗
が
あ
る
か

ら
、
買
い
物
の
時
に
探
し
て
み
て
ね
。

　

は
い
。
早
速
行
っ
て
み
よ
う
。

　

さ
て
、
在
来
種
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て

い
る
か
な
。
そ
の
土
地
固
有
の
種し

ゅ

の
こ
と

な
の
だ
け
ど
、
行
田
在
来
大
豆
を
行
田
で

復
活
さ
せ
よ
う
と
、
農
家
や
県
・
市
、
大

豆
の
加
工
業
者
が
注
目
し
て
い
る
の
。

　

そ
の
行
田
在
来
大
豆
っ
て
ど
ん
な
大
豆

な
の
。

　

普
通
の
大
豆
よ
り
も
青
く
て
、
青
大
豆

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
わ
。
食
べ
て
み
る
と
、

豆
の
味
が
濃
く
て
と
て
も
お
い
し
い
の
。

枝
豆
や
、
お
い
し
い
豆
腐
を
作
っ
て
販
売

し
よ
う
と
、
開
発
中
な
の
よ
。
こ
の
大
豆

で
行
田
産
ブ
ラ
ン
ド
を
発
信
し
て
い
こ
う

と
、
来
年
の
商
品
化
を
目
指
し
て
い
る
わ
。

　

行
田
産
ブ
ラ
ン
ド
の
商
品
な
ん
て
、
楽

し
み
。
行
田
産
農
産
物
に
注
目
だ
ね
。

　

地
元
で
採
れ
た
農
産
物
を
地
元
で
消
費

す
る
地
産
地
消
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

農
政
課
（
内
線
３
８
６
・
３
８
７
）

　行田市地産地消推進協議会では、行田産農産物
の紹介や消費拡大を推進する事業を行っています。
　給食に食材を提供している農家が学校を訪れ、
子供たちと交流を図ったり、地元産食材を使った
料理教室を開催したりしています。昨年度は、南
河原中学校の３年生が、行田産の小麦と野菜を使
ったほうとう作りを体験しました。
　各イベントで「おいしいね！行田産」ののぼり
旗を見かけたらぜひお立ち寄りください。

直
売
所
で

   

行
田
産
農
産
物
を
販
売

行
田
ブ
ラ
ン
ド
の
開
発

斎条土地改良区内のほ場で開催された親子枝豆収穫体験会

行田市地産地消推進協議会
も活動中です

ほうとう作りで身近な地元産食材を堪能

直売所へ行ってみよう

  古代蓮の里　売店
【所在地】小針2375
【電　話】559－1178
【営業時間】
　午前9時～午後4時
【定休日】月曜日（祝日の場

合は営業）、祝日の翌日
（土・日の場合は営業）、
年末年始

【案内図】　　

  ほくさい農協
  行田農産物直売所
【所在地】
　富士見町1－8－1（ほく

さい農協行田中央支店内）
【電　話】556－2203
【営業時間】
　午前9時30分～午後5時
【定休日】水曜日
【案内図】　　
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片
柳　

勝
次
・
昌
子	

（
北
谷
区
東
町
）

上
山　

和
二
・
茂
登
子	

（
本
丸
）

長
田　

弘
郎
・
弘
子	

（
本
丸
）

横
倉　

幸
治
・
純
枝	

（
本
丸
）

柿
沼　

秀
雄
・
み
さ	

（
矢
場
）

堀
口　

諫
・　

江	

（
矢
場
）

堀
口　

登
・
美
佐
子	

（
矢
場
）

福
島　

宏
・
房
枝	

（
城
西
）

鈴
木　

恒
雄
・
ひ
で	

（
城
西
）

田
島　

昭
治
・
房
子	

（
田
町
）

八
木
橋　

恒
夫
・
伊
美
子	

（
田
町
）

関
根　

和
明
・
和
代	

（
城
南
）

石
原　

潔
・
み
つ	

（
城
南
）

森
田　

啓
治
・
浩
子	

（
一
内
行
田
）

栗
原　

俊
郎
・
フ
サ
子	

（
六
ツ
門
）

大
山　

和
男
・
千
代
子	

（
六
ツ
門
）

横
田　

尚
治
・
つ
る	

（
矢
場
一
丁
目
）

藤
野　

重
吉
・
ス
ミ
子	

（
一
本
町
）

正
田　

善
洸
・
嘉
子	

（
二
本
町
）

塚
田　

和
正
・
錦
子	
（
新
町
）

齊
藤　

俊
夫
・
春
代	
（
新
町
）

大
澤　

清
作
・
利
子	
（
下
町
）

大
澤　

研
三
・
孜
子	

（
下
町
）

小
林　

弘
典
・
益
箕	

（
下
町
）

石
川　

弘
・
寿
恵	

（
一
宮
本
）

篠
崎　

武
男
・
和
子	

（
二
旭
）

齊
藤　

右
男
・
千
惠
子	

（
二
旭
）

山
澤　

正
男
・
純
子	

（
二
旭
）

諸
貫　

武
彦
・
美
知
子	

（
二
旭
）

西
條　

晤
・
コ
ト
ミ	

（
向
町
）

関
根　

保
雄
・
昭
枝	

（
向
町
）

忍
地
区

齊
藤　

敏
行
・
ヤ
イ	

（
向
町
）

矢
口　

恒
次
郎
・
道
子	

（
二
佐
間
）

坂
本　
　

・
よ
し
ゑ	

（
二
佐
間
）

大
山　

俊
夫
・
喜
代
子	

（
緑
町
）

橋
本　

一
雄
・
あ
さ
子	

（
神
明
）

髙
橋　

貞
義
・　

く
子	

（
三
間
）

加
藤　

六
郎
・
靜
子	

（
三
間
）

足
立　

茂
・
和
子	

（
大
町
）

古
山　

博
・
圭
子	

（
大
町
）

新
井　

昭
次
・
た
け
子	

（
菅
谷
）

今
西　

仲
市
・
コ
ウ	

（
持
田
砂
原
）

豊
巻　

忠
次
・
タ
ミ
子	

（
三
井
砂
原
）

大
工
保　

曻
・
ふ
じ	

（
三
井
砂
原
）

信
澤　

精
一
・
貞
子	

（
二
持
田
第
二
）

田
島　
　

・
喜
代
子	

（
二
持
田
第
二
）

　

田　

吉
之
助
・
節
子	

（
二
持
田
第
二
）

小
林　
　

太
郎
・
ア
イ
子	

（
二
持
田
第
二
）

信
沢　

善
次
郎
・
花
子	

（
二
持
田
第
二
）

倉
林　

稲
年
・
と
し
枝	

（
持
田
長
町
）

峯　

晋
・
い	

（
西
駒
形
）

小
林　

光
藏
・
美
智
枝	

（
西
駒
形
）

峯　

直
重
・
ゲ
ン	

（
西
駒
形
）

辻　

昇
一
・
糸
子	

（
駒
形
）

須
郷　

政
夫
・
タ
ケ	

（
駒
形
）

新
井　

專
一
・
光
子	

（
前
谷
）

権
田　

敏
夫
・
か
つ
子	

（
前
谷
）

田
部
井　

茂
・
好
枝	

（
菊
野
台
）

　

塚　

喜
助
・
政
代	

（
二
持
田
蔵
場
）

森
田　

哲
央
・
治
子	

（
二
持
田
蔵
場
）

橋
本　

定
男
・
ま
さ
子	

（
二
持
田
蔵
場
）

吉
田　

健
吉
・
和
子	

（
二
持
田
蔵
場
）

棚
澤　

定
一
・
頼
枝	

（
三
持
田
大
宮
口
）

大
澤　

順
作
・
み
ち
子	

（
三
持
田
大
宮
口
）

飛
田　

仁
一
・
ひ
て	

（
三
持
田
東
部
）

小
暮　

吉
郎
・
和
枝	

（
三
持
田
西
部
）

大
谷　

二
郎
・
美
千
子	
（
三
持
田
西
部
）

藤
原　

武
雄
・
泰	

（
三
持
田
西
部
）

松
本　

武
夫
・
タ
ケ	

（
一
斎
条
）

吉
田　

利
夫
・
ト
モ	

（
二
斎
条
）

小
林　

義
雄
・
美
代
子	

（
二
斎
条
）

長
谷
川　
　

一
郎
・
カ
ネ
子	

（
二
和
田
）

堀
江　

武
夫
・
昌
子	

（
一
谷
郷
）

松
本　

安
太
郎
・
愛
子	

（
一
谷
郷
）

鯨
井　

公
平
・
芳
子	

（
二
谷
郷
新
田
）

新
宮　

榮
・
登
志
子	

（
二
谷
郷
新
田
）

桑
原　

輝
三
郎
・
俊
江	

（
二
谷
郷
新
田
）

筑
井　

角
次
・
は
る	

（
栄
町
）

樋
口　
　

郎
・
雪
子	

（
春
日
）

山
﨑　

幸
二
・
悦
子	

（
二
谷
郷
東
第
一
）

田
沼　

孝
雄
・
敏
子	

（
二
谷
郷
東
第
一
）

若
林　

髙
茂
・
た
け
子	

（
二
谷
郷
東
第
一
）

鈴
木　

武
・
久
江	

（
二
谷
郷
東
第
二
）

新
井　

清
・
初
枝	

（
二
谷
郷
東
第
二
）

今
泉　

一
昭
・
菊
江	

（
二
谷
郷
東
第
二
）

圡
橋　

喜
一
・
清
子	

（
東
栄
）

四
方
田　

信
雄
・
京
子	

（
東
栄
）

寺
田　

和
吉
・
治
代	

（
東
栄
）

大
谷　

保
・
貞
子	

（
三
谷
郷
）

橋
本　

隆
司
・
浩
子	

（
一
桜
）

中
村　

轍
・
早
苗	

（
一
桜
）

内
田　

尚
男
・
秀
代	

（
一
桜
）

松
本　

朝
男
・
水
惠
子	

（
一
桜
）

萩
原　

清
・
育
子	

（
二
桜
）

髙
橋　

文
雄
・
芳
子	

（
二
桜
）

内
田　

賢
助
・
と
し
子	

（
二
桜
）

奥
泉　

曻
・
美
智
惠	

（
二
桜
）

関
根　

清
三
・
松
江	

（
二
桜
）

細
野　

壽
一
・
ユ
リ	

（
三
桜
南
部
）

小
林　

富
司
・
き
よ
子	

（
三
桜
南
部
）

長
谷
川　

昭
吉
・
ふ
さ	

（
富
士
見
西
部
）

金
婚
夫
婦
賀
状
贈
呈
者
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

行
田
地
区

佐
間
地
区

持
田
地
区

長
野
地
区

星
河
地
区

　市では、今年結婚５０周年をすでに迎えられたご夫婦、また今年の12月31日までに迎え
られるご夫婦をお祝いし、賀状と記念品を贈呈しています。
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　敬老月間中の９月１８日、工藤市長
が長寿を祝って、元気に過ごされてい
る高齢者を訪問しました。
　この日訪問したのは、熊井芳子さ
ん（９９歳・向町）と渡辺盛善さん
（９９歳・下須戸）のお二人。工藤市
長が長寿をお祝いする言葉をおくり、
記念品を手渡すと、二人とも喜びの表
情を浮かべ、元気に「とてもうれしい
です。ありがとうございました」と感謝
の言葉を述べていました。

▶問い合わせ　高齢者福祉課高齢福祉
　担当（内線２２３）

工藤市長からお祝いされ、喜びの渡辺盛善さん
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笹
本　

弘
・
德
子 

（
富
士
見
西
部
）

長
谷
川　

鐵
夫
・
政
子 

（
富
士
見
東
部
）

長
島　

儀
仲
・
は
つ 

（
富
士
見
北
部
）

樋
口　

正
五
郎
・
き
よ
子 

（
富
士
見
北
部
）

新
井　

清
重
・
テ
ル
子 

（
林
）

堀
口　

清
・
フ
サ
子 

（
林
）

井
上　

登
久
郎
・
澄
子 

（
林
）

田
頭　

冨
夫
・
宮 

（
橋
場
）

古
田　

五
郎
・
惠
子 

（
橋
場
）

大
槻　

咲
男
・
清
枝 

（
中
斉
）

神
林　

朝
則
・
千
代
子 
（
中
斉
）

川
﨑　

壽
朗
・
チ
イ
子 
（
中
斉
）

春
田　

勇
・
ヨ
シ
子 

（
中
斉
）

木
村　

茂
男
・
マ
サ
子 

（
中
斉
）

菊
地　

七
郎
・
ま
つ
子 

（
万
願
）

細
村　
　

・
て
る
子 

（
長
野
新
田
）

飯
野　

一
男
・
靖
子 

（
桜
ヶ
丘
）

内
田　

愛
三
郎
・
み
よ
子 

（
桜
ヶ
丘
）

増
子　

力
・
悦
子 

（
桜
ヶ
丘
）

田
代　

一
夫
・
文
子 

（
堀
の
内
）

木
元　

久
夫
・
ナ
カ 

（
堀
の
内
）

柿
谷　

政
之
助
・
元
子 

（
堀
の
内
）

髙
槗　

秀
美
・
キ
ヨ 

（
つ
る
ま
き
）

福
島　

正
平
・
米
子 

（
上
池
守
）

新
井　

和
明
・
睦
子 

（
上
池
守
）

新
井　

二
郎
・
こ
と 

（
上
池
守
）

吉
田　

光
一
・
春
江 

（
下
池
守
）

小
暮　

弘
・
フ
サ 

（
下
池
守
）

野
村　

康
五
郎
・
ふ
み 

（
皿
尾
）

髙
橋　

朝
巳
・
喜
代
子 

（
中
里
）

小
林　

留
吉
・
千
代
子 

（
中
里
）

木
元　

俊
作
・
純
子 

（
中
里
）

為
ケ
井　

光
一
・
ハ
ツ
エ 

（
小
敷
田
）

田
島　

一
二
・
ハ
ツ
子 

（
下
忍
）

増
田　

隆
治
・
江
津
子 

（
下
須
戸
）

松
本　

秀
夫
・
美
知
子 

（
下
須
戸
）

松
本　

潔
・
ク
メ 

（
下
須
戸
）

小
林　

德
次
・
良
枝 

（
下
須
戸
）

渡
邉　

光
・
貞
子 

（
下
須
戸
）

秋
山　

昭
男
・
富
子 

（
下
須
戸
）

矢
口　

藤
一
・
敏
子 

（
小
針
）

門
井　

文
雄
・
千
代
子 

（
小
針
）

門
井　

豊
治
・
カ
ツ 

（
小
針
）

田
島　

金
藏
・
房
子 

（
小
針
）

草
野　

忠
孝
・
朝
子 

（
青
葉
）

柿
沼　

三
七
男
・
は
る 

（
藤
間
）

相
上　

喜
久
夫
・
志
げ 

（
関
根
）

河
田　

義
夫
・
富
子 

（
真
名
板
）

河
田　

盛
之
・
春
子 

（
真
名
板
）

柴
﨑　

三
郎
・
米
子 

（
真
名
板
）

藤
井　

政
二
・
時
江 

（
藤
原
町
東
部
）

井
ノ
瀬　

秋
三
・
あ
い 

（
藤
原
町
中
央
）

金
子　

幸
作
・
博
子 

（
棚
田
町
）

光
山　

文
雄
・
ゑ
み
子 

（
西
新
町
）

秋
山　

敦
美
・
睦
子 

（
西
新
町
）

川
榮　

昭
申
・
比
佐
江 

（
西
新
町
）

白
石　

甲
子
男
・
テ
イ
子 

（
西
新
町
）

栗
原　

弘
・
マ
サ 

（
下
忍
上
分
）

島
田　

孝
夫
・
和
江 

（
下
忍
）

長
濱　

栄
一
・
好
子 

（
南
駒
形
）

麻
生　

泰
章
・
篤
子 

（
南
駒
形
）

栗
原　

義
孝
・
美
津
子 

（
堤
根
）

杉
浦　

三
郎
・
美
代
子 

（
堤
根
）

山
口　

恒
二
郎
・
良
江 

（
樋
上
）

市
川　

浩
・
和
子 

（
荒
木
四
区
）

永
沼　

孝
夫
・
政
子 

（
須
加
三
区
）

　

久
保　

愛
司
・
ナ
ツ 

（
須
加
九
区
）

矢
内　
　

・
チ
ヨ 

（
須
加
十
区
）

内
村　

武
雄
・
静
子 

（
里
前
）

木
嶋　

清
・
幸
子 

（
里
前
）

森　

益
一
・
澄
子 

（
天
袋
）

吉
田　

克
己
・
房
子 

（
北
河
原
新
田
）

大
山　

登
・
久
子 

（
酒
巻
下
）

澤
田　

道
雄
・
節
子 
（
上
埼
玉
）

湯
本　

保
夫
・
芳
枝 
（
下
埼
玉
）

吉
沢　

達
男
・
み
さ 
（
杉
原
）

田
島　

和
一
・
一
位 

（
百
塚
）

澤
田　

征
・
頼
子 

（
富
士
山
西
）

大
山　

昭
二
・
春
枝 

（
富
士
山
東
）

山
本　

三
千
男
・
良
子 

（
富
士
山
東
）

松
﨑　

昭
市
・
ト
ヨ 

（
野
上
手
）

古
澤　

清
・
静
江 

（
利
田
）

遠
藤　

一
二
・
信
子 

（
若
小
玉
勝
呂
）

長
谷
川　
　

雄
・
千
代
子 

（
若
小
玉
六
本
木
）

鳥
居　

宗
平
・　

子 

（
若
小
玉
中
央
）

市
村　

宏
・
明
子 

（
西
新
町
）

村
上　

秀
雄
・
久
美
子 

（
西
新
町
）

髙
槗　

實
・
芳
枝 

（
西
新
町
）

森
田　

昜
治
・
喜
美
子 

（
西
新
町
）

竹
井　

丈
夫
・
ア
エ
子 

（
清
水
町
）

山
口　

隆
夫
・
の
ぶ
江 

（
清
水
町
）

吉
川　

敏
夫
・
郁
子 

（
清
水
町
）

大
澤　

隆
一
・
キ
ク
子 

（
門
井
）

山
中　

昇
・
富
子 

（
門
井
町
）

海
藤　

清
治
・
志
げ
子 

（
第
三
門
井
）

髙
橋　

昭
治
・
公
子 

（
第
三
門
井
）

千
野　

三
男
・
智
子 

（
押
上
町
）

田
中　

甫
・
せ
い 

（
押
上
町
）

今
村　

利
男
・
文 

（
一
区
）

富
岡　

和
榮
・
ま
さ
子 

（
三
区
南
）

束
田　
　

一
・
治
枝 

（
三
区
南
）

佐
野　

經
夫
・
和
子 

（
三
区
南
）

吉
野　

初
伊
・
信
子 

（
三
区
北
）

髙
山　

靖
・
は
つ
子 

（
馬
見
塚
）

萩
原　

剛
・
ア
ヤ 

（
馬
見
塚
）

江
袋　

保
芳
・
梅
子 

（
中
江
袋
）

佐
野　

拓
造
・
繁
子 

（
中
江
袋
）

星
宮
地
区

下
忍
地
区

荒
木
地
区

須
加
地
区

北
河
原
地
区

埼
玉
地
区

太
田
地
区

太
井
地
区

南
河
原
地
区

長寿を祝って、市長が
高齢者を表敬訪問

工藤市長からお祝いされ、喜びの渡辺盛善さん
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埼玉古墳群の世界遺産登録を目指して
埼玉県と行田市は、埼玉古墳群の世界遺産登録を目指し、世界遺産暫定一

覧表への追加記載に向けて、９月18日に文化庁へ提案書を提出しました。
今後、提案の審査が行われ、平成20年7月ごろまでに結果が出る予定です。
市では、埼玉古墳群の整備・保全と、その先にある世界遺産登録という大

きな夢の実現に向け、県、民間、地元住民の方々と緊密に連携を取り、一丸
となって取り組んでいきます。

▶問い合わせ　企画政策課世界遺産推進担当（内線307）

1972年のユネスコ総会で採択された「世界の文化遺産及び自然遺産の保
護に関する条約」（「世界遺産条約」）に基づいて、顕著な普遍的価値を持つ
ものとして「世界遺産一覧表」に登録された遺跡や建造物、自然、景観など
のことです。
世界遺産の登録は、遺産の保護と保全を目的として、世界遺産条約の事務

局であるユネスコ世界遺産センターが行います。
なお、平成19年10月現在、世界で851件の世界遺産が登録されており、

日本国内では14件が登録されています。

「世界遺産」とは

このたび提出した「提案書」は、埼玉古墳群が「暫定リスト」に記載されるよう文化庁に提案するためのものです。
提案書の内容は、市ホームページ (http://www.city.gyoda.lg.jp/sekaiisan/sekaiisan.html) をご覧ください。

「提案書」とは

国が将来的に世界遺産への登録申請を目指すもののリストとして、ユネスコ世界遺産センターに提出するもので、国
はその中から原則として1年に2件まで世界遺産一覧表への記載物件を推薦できることとされています。
いわば、これから行われる暫定リストに記載されるための審査は、最終的に世界遺産登録されるために突破しなけれ

ばならない「国内予選」のようなものです。埼玉古墳群が世界遺産に登録されるためには、もちろんこの「暫定リスト」
に記載されなければなりません。現在は、この「暫定リスト」に記載されることを目指しているところです。
なお、平成19年10月現在、日本国内の暫定リスト記載済み物件は８件です。

「世界遺産暫定一覧表（暫定リスト）」とは

埼玉古墳群

埼玉古墳群は、5世紀の終わりから7世紀の初めごろまでに造られた9基の大型古墳群で、国の史跡に指
定されています。
古墳の中でも、丸墓山古墳は日本で最大の円墳、二子山古墳は武蔵国（現在の埼玉県・東京都・神奈川県の一部）

で最大の前方後円墳という特徴を持っています。
また、稲荷山古墳からは、昭和43年の発掘調査の際、金

きんさくめいてっけん

錯銘鉄剣をはじめ多くの遺物が出土しました。こ
れらは昭和58年に一括して国宝に指定され、県立さきたま史跡の博物館の国宝展示室に展示されています。

埼玉古墳群

丸墓山古墳 二子山古墳 稲荷山古墳
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教
育
委
員
会
委
員
長
に

保
泉
欣
嗣
氏
が
就
任

古代蓮の里に
ロウバイの林をつくろう

埼玉古墳群の
発掘調査現地説明会を開催します

今年も昨年に引き続き、古代蓮の里
に「ロウバイ」の植栽を計画しています。
つきましては、苗木の寄付のご協力を
お願いします。
▶寄付をお願いする樹木　ロウバイ、
樹高1.5ｍ程度（苗木は1本9,450円）
▶数量　20 本（先着順）　▶寄付の受
付　11 月 12 日 ( 月 ) ～ 12 月 10 日
( 月 )　▶寄付の方法　①まちづくり推
進課公園担当へ申し込みください。②
代金は後日こちらから指定する造園業
者へお振り込みください。③全員の方
にお集まりいただき植栽していただき
ます。▶植栽予定　12 月末　▶問い合
わせ　まちづくり推進課公園担当（内
線 353・354）

10
月
1
日
に
開
催
さ
れ
た
教
育
委
員
会

臨
時
会
で
、
保
泉
欣
嗣
氏
（
行
田
・
70
歳
）

が
教
育
委
員
会
委
員
長
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。保

泉
氏
は
市
内
民
間
保
育
園
事
務
長
、

園
長
を
経
て
、
同
園
理
事
長
な
ど
を
歴
任

し
、
平
成
10
年
10
月
か
ら
本
市
教
育
委
員

を
務
め
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課
☎
5
5
6

―
8
3
1
1

▼
問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会（
内

線
2
1
9
）

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
入
選
作
品
を
紹
介
し
ま
す

こ
の
ほ
ど
、
行
田
市
明
る
い
選
挙
推
進
協

議
会
と
行
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
が
主
催
す

る
「
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
」
に
、
小
学
生
の
部
88
点
、
中
学
生
の
部

13
点
、
合
計
1
0
1
点
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
審
査
の
結
果
、
小
学
生
の
部
５
点
、

中
学
生
の
部
２
点
、
合
計
7
点
が
入
選
作
品

と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

な
お
、
入
選
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

さきたま史跡の博物館では、奥の山古墳の発掘調査を実施していま
す。奥の山古墳は、埼玉古墳群では唯一盾形で一重周堀を持つ古墳と
して知られていますが、改めて周堀の形態や構造を解明するため、３
年計画で発掘調査と整備を行うことになりました。

今年度の発掘調査成果を多くの方々にご覧いただくため、次のとお
り現地説明会を開催します。
▶日時　12 月 8 日 ( 土 ) 午前 10 時 30 分～、午後 1 時 30 分～（計
2 回）▶見学場所　奥の山古墳　▶集合　さきたま史跡の博物館玄関
前　▶参加無料 ※館内見学は有料　▶問い合わせ　県立さきたま史
跡の博物館☎ 559―1181

【
小
学
生
の
部
】

【
中
学
生
の
部
】

埼玉小学校4年
原口 真理子さん

西小学校5年
三友 寛子さん

昨年の植樹の様子

南小学校6年
寺田 紗弓さん

忍中学校3年
高橋 美帆さん

忍中学校3年
酒井 芽依さん

中央小学校6年
川田 真衣さん

南小学校6年
藤沼 奈々さん

保泉 欣嗣 氏



〜
行
田
の
フ
ラ
イ
・
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
が
各
ご
当
地
料
理
を
迎
え
撃
つ
〜

〜
行
田
の
フ
ラ
イ
・
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
が
各
ご
当
地
料
理
を
迎
え
撃
つ
〜
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県
内
13
市
町
に
存
在
す
る
ご
当
地
グ
ル
メ
・
郷
土
料
理
が
一
堂
に
会
し
、
そ
の
個
性
と
味

を
競
う
埼
玉
Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル
メ
王
決
定
戦
が
、
こ
こ
行
田
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
市
か
ら

は
『
フ
ラ
イ
』『
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
』
が
出
場
し
、
優
勝
目
指
し
て
ア
ツ
ア
ツ
の
戦
い
を
繰
り

広
げ
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

埼
玉
B
級
ご
当
地
グ
ル
メ
王
決
定
戦

～
味
の
競
演 in g

yoda

～

▼
決
戦
日　

11
月
11
日
㈰ 

午
前
10
時
30

分
～
午
後
2
時　

※
行
田
商
工
祭
・
忍

城
時
代
ま
つ
り
と
同
時
開
催　

▼
場
所

産
業
文
化
会
館
前　

▼
出
場
料
理　

フ

ラ
イ
（
行
田
市
）・
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
（
行

田
市
）・
太
麺
焼
き
そ
ば
（
川
越
市
）・

雪
く
ま
（
熊
谷
市
）・
み
そ
ポ
テ
ト
（
秩

父
市
）・
手
打
ち
う
ど
ん
（
加
須
市
）・

和
楽
備
茶
漬
け
（
蕨
市
）・
に
ん
じ
ん
う

ど
ん
（
新
座
市
）・
な
ま
ず
の
た
た
き
（
吉

川
市
）・
も
つ
煮
（
寄
居
町
）・
つ
み
っ

こ
（
本
庄
市
）・
や
き
と
り
（
東
松
山

市
）・
こ
う
の
す
コ
ロ
ッ
ケ
（
鴻
巣
市
）・

煮
ぼ
う
と
う
（
深
谷
市
）　

▼
主
催　

行

田
市
、
行
田
商
工
会
議
所
、
行
田
市
観

光
協
会　

▼
後
援　

埼
玉
県

《
あ
な
た
が
決
め
る
グ
ル
メ
王
》

グ
ル
メ
王
を
決
定
す
る
の
は
試
食
を
し

た
皆
さ
ん
で
す
。
審
査
方
法
は
、
会
場
で

調
理
さ
れ
る
ご
当
地
グ
ル
メ
を
試
食
（
有

料
）
す
る
と
行
田
の
名
産
で
あ
る
足
袋
の

「
こ
は
ぜ
」（
金
具
）
が
1
個
も
ら
え
ま
す
。

  

こ
れ
を
各
グ
ル
メ
の
投
票
箱
へ
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。
例
え
ば
３
つ
の
グ
ル
メ
を
試

食
す
れ
ば「
こ
は
ぜ
」は
3
個
も
ら
え
ま
す
。

3
個
す
べ
て
一
つ
の
投
票
箱
へ
入
れ
て
も

い
い
し
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
投
票
箱
へ
入
れ

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
最
終
的
に
一
番
多

く
の
「
こ
は
ぜ
」
を
集
め
た
ご
当
地
グ
ル

メ
が
、
埼
玉
Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル
メ
王
に
輝

き
ま
す
。

た
だ
し
、
料
理
が
な
く
な
り
次
第
終
了

と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

《
Ｂ
ー
１
グ
ラ
ン
プ
リ
に
出
場
し
大
健
闘
》

今
年
６
月
に
静
岡
県
富
士
宮
市
で
行
わ

れ
た
Ｂ
級
グ
ル
メ
の
全
国
大
会
「
第
２
回

Ｂ
ー
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
埼
玉
県
か
ら
唯

一
『
行
田
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
』
が
出
場
し
ま

し
た
。
全
国
に
あ
る
安
く
て
お
い
し
く
て

地
元
の
人
に
愛
さ
れ
て
い
る
地
域
の
名
物

料
理
や
郷
土
料
理
が
一
堂
に
集
結
す
る
こ

の
大
会
。
行
田
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
は
初
参
加

な
が
ら
、
全
国
の
強
豪
を
相
手
に
、
21
品

中
12
位
と
大
健
闘
し
、
そ
の
名
を
全
国
に

響
か
せ
ま
し
た
。

《
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
い
ざ
決
戦
会
場
へ
》

臨
時
の
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し

ま
す
。
会
場
周
辺
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

【
発
着
場
所
】
Ｊ
Ｒ
行
田
駅
東
口
、
も
の
つ

く
り
大
学
駐
車
場
、
埼
玉
古
墳
公
園
臨
時

駐
車
場

【
発
車
時
間
】
午
前
9
時
始
発
（
以
降
15
分

か
ら
30
分
お
き
に
発
車
）

▼
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課
（
内
線

３
８
２
）
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人
権
擁
護
委
員
を
委
嘱

　

私
た
ち
の
基
本
的
人
権
の
擁
護
、

自
由
人
権
思
想
の
普
及
な
ど
の
た
め

に
活
動
し
て
い
る
人
権
擁
護
委
員
の

松
村
幸
夫
氏
（
関
根
）
、
横
田
夏
代

氏(

長
野
）
お
よ
び
井
達
剛
男
氏
（
中

江
袋
）
が
９
月
30
日
を
も
っ
て
任
期

満
了
と
な
り
ま
し
た
が
、
引
き
続
き

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
は
３
年
で
、

10
月
１
日
付
け
で
、
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

人
権
推
進
課
（
内
線
２
２
１
） 井達  剛男 氏 横田  夏代 氏 松村  幸夫 氏

人権週間（12月４日～10日）
にあわせ合同人権相談を
行います

人権週間（12月４日～10日）
にあわせ合同人権相談を
行います

人権週間（12月４日～10日）
にあわせ合同人権相談を
行います

　配偶者暴力防止法が平成20年１月11日から変わります。
　保護命令制度の拡充、市町村に対する基本計画策定の努
力義務等を定めた、配偶者暴力防止法の一部改正法が、平
成19年の通常国会で成立し、７月11日に公布されました。

○改正の主な内容
Ⅰ保護命令制度の拡充
　①生命又は身体に対する脅迫を受けた被害者に係る保護

命令
　②電話等を禁止する保護命令
　③被害者の親族等への接近禁止命令
Ⅱ市町村基本計画の策定の努力義務
Ⅲ配偶者暴力相談支援センターに関する改正
Ⅳ裁判所から配偶者暴力相談支援センターへの保護命令発

令の通知
　内閣府では配偶者からの暴力被害者支援情報サイトを開
　設しています。
　（http://www.gender.go.jp/e-vaw/index.htm）
▶問い合わせ　男女共同参画推進センター「ＶＩＶＡぎょうだ」
　☎５５６―９３０１　

配偶者暴力防止法が改正されます

▶日　　時　12月１日(土)午前９時30分～午後３時　
▶場　　所　熊谷文化創造館「さくらめいと」　
▶内　　容　○舞台発表（午前10時～）  ○清水アキラふれ

あいトークショー（午後１時45分～）○中島マリ爆笑も
のまねライブ（午後２時30分～）太陽のホール　○隣保
館および集会所事業作品の展示（午前９時30分～）○啓
発資料展示やビデオ放映（午前９時30分～）月のホール
ほか　

▶入 場 料　無料　
▶主　　催　埼玉県・埼玉県教育委員会　
▶問い合わせ　埼玉県人権推進課 ☎０４８―８３０―２２５６

人権・同和問題を考える「県民の集い」

①家族みんなでストレッチ
　お子さんとお父さん、お母さん、おじいちゃんにおばあ
ちゃん。家族みんなで体を動かして、心と体の健康を目指し
ましょう。毛糸１玉で簡単にできる、指編みのミニスカーフ
作りにも挑戦します。クリスマスプレゼントにいかがですか。
▶日時　12月１日(土)午後１時30分～３時30分　▶場所
「ＶＩＶＡぎょうだ」学習室　▶講師　渡辺幸子さん　▶対
象　市内在住の年長から小学２年生までの児童とその家族　
▶定員　50人（先着順）▶参加無料　▶持参するもの
飲み物　▶その他　運動しやすい服装でご参加ください。▶
申し込み　11月９日(金)～24日(土)に同センターへ

②親子でチャレンジ！クリスマスケーキ
　もうすぐクリスマス。小学生の皆さん、今年は手作りケー
キでお祝いしてみませんか。女の子だけでなく、男の子も大
歓迎です。
▶日時　12月22日(土)午前９時30分～正午　▶場所　「Ｖ
ＩＶＡぎょうだ」調理室　▶講師　行田市食生活改善推進
員  ▶対象  市内の小学生とその保護者  ▶定員　30人（先着
順）▶参加費　４００円程度　▶持参するもの　上履き、エ
プロン　▶申し込み  11月９日(金)～12月15日(土)（保育の
申し込みは12月13日(木)まで）に同センターへ
※保育は２歳以上の未就学児が対象です

▶問い合わせ　①・②とも同センターへ☎５５６―９３０１
　ＦＡＸ５５６―９３１０  Ｅメールviva@city.gyoda.lg.jp

ご参加ください　男女共同参画推進センター
「ＶＩＶＡぎょうだ」の講座

　｢世界人権宣言｣は１９４８年（昭和23年）に国際連合で
採択され、これを記念して国際連合は12月10日を「人権
デー」と定めました。
　そして、この「人権デー」を最終日とする一週間(12月
４日～10日)を「人権週間」と定め、法務省や全国人権擁
護委員連合会では、人権意識の高揚を図るため関係機関や
団体の協力を得てさまざまな行事を行います。
　市では、人権問題や日常生活全般についての相談を毎月
１回開催していますが、「人権週間」にあわせ、合同人権相
談を実施します。

▶日　　時　12月12日(水)午前10時～午後３時　
▶場　　所　忍・行田公民館ホール　
▶相談機関　人権擁護委員協議会行田部会　
▶問い合わせ　人権推進課（内線２２１）
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税制改正により、平成20年度市民税・県民税（平成19年分所得）が次のとおり変更されます。

市民税・県民税の制度が一部変わります

※長期損害保険と地震保険
の2つの保険に加入してい
る場合、所得税50,000円、
市民税・県民税25,000円
が控除限度額。

税源移譲により、ほとんどの方の平成19年度市民税・県民税が増額となりましたが、増額分については平成19年
分の所得税で調整することとなっています。しかし、平成19年中の所得が大きく下がり、所得税が課税とならないな
どの場合、市民税・県民税増額分の調整ができなくなります。このため、所得税で調整できない方（一定の要件を満た
す方に限る）については、平成19年度市民税・県民税を税源移譲前の税率で計算し、その差額分が減額（還付）され
ます。これに該当する方は、平成20年 7月 1日（火）〜31日（木）に、平成19年 1月 1日現在における市区町
村に「減額申告書」を提出することで措置を受けることができます。
※詳細は、今後、「市報ぎょうだ」や市ホームページなどでお知らせします
▶問い合わせ　市民税担当（内線231・232）

保 険 の 種 類 平成19年分申告からの控除内容
短期損害保険料 廃　　　止

長期損害保険料 平成18年末までに締結した保険は、損害保険料控除として適用
［控除限度額　所得税15,000円　市民税・県民税10,000円］

地 震 保 険 料 支払金額の1/2を控除
［控除限度額　所得税50,000円　市民税・県民税25,000円］

住宅ローン控除は所得税を対象とした減税制度ですが、税源移譲により税率が変更となり、平成19年分以降の所得
税が減となる方は、平成19年分以降の住宅ローン減税額の一部が受けられない場合があります。
その措置として、税源移譲に伴い住宅ローン減税額の一部が所得税から控除できなくなった場合、控除できなくなっ

た額を平成20年度以降の市民税・県民税から控除する制度が創設されました。
○対　　象	 平成11年から平成18年までに入居し、住宅ローン控除を受けていた方で、税源移譲に伴い住宅ロー	
	 ン減税額の一部が所得税から控除できなくなった方。
　　　	 ※税源移譲により所得税が減となっても、所得税から住宅ローン控除限度額が控除しきれる場合は対象	
	 となりません
○申告方法	 【所得税の確定申告をする方】
	 確定申告時に「住宅借入金等特別税額控除申告書」を税務署に提出してください。
	 【所得税の確定申告をしない方（年末調整が済んでいる方）】
	 市役所に「住宅借入金等特別税額控除申告書」を提出してください。
	 ※詳細は、今後、「市報ぎょうだ」や市ホームページなどでお知らせします
○提出期限	 平成19年分については、平成20年3月17日（月）までに提出してください。
	 ※住宅ローン控除が終了するまでは毎年申告書の提出が必要となります

住宅借入金等特別税額控除（住宅ローン控除）の創設

税源移譲時の所得変動に係る減額措置

地震保険への加入促進を図ることを目的に、地震保険料控除が創設され、これまでの損害保険料控除制度は廃止とな
ります。平成18年末までに締結した長期の損害保険契約（保険期間10年以上、満期返戻金有）については、従来通
り損害保険料控除として適用されますが、短期の損害保険契約は廃止されますのでご注意ください。

地震保険料控除の創設

平成18年分まで
所得税：25万円
住宅ローン控除限度額：30万円

平成18年分まで
所得税：20万円
住宅ローン控除限度額：15万円

平成19年分以降
所得税：15万円
住宅ローン控除限度額：30万円

平成19年分以降
所得税：10万円
住宅ローン控除限度額：15万円

所得税25万円から住宅ローン控除
30万円を差し引き、所得税は0円
となる。

所得税20万円から住宅ローン控除
15万円を差し引き、所得税は5万
円となる。

税源移譲により、所得税が15万円
に減となり、平成18年まで受けら
れた控除額と比べると10万円減と
なる。そのため、減となった10万
円は、平成20年度分の市民税・県
民税から控除することになります。

税源移譲により、所得税が10万円
に減となるが、平成18年まで受け
られた控除額と比べると5万円減と
なる。そのため、減となった5万
円は、平成20年度の市民税・県民
税から控除することになります。

税
源
移
譲
前
の

所
得
税
額　

25
万
円

税
源
移
譲
前
の

所
得
税
額　

20
万
円

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
限
度
額

（
30
万
円
）

住
宅
ロ
ー
ン
控
除

限
度
額
（
15
万
円
）

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
限
度
額

（
30
万
円
）

住
宅
ロ
ー
ン
控
除

限
度
額（
15
万
円
）

税率変更 税率変更

10万円（所得税か
ら控除できない分）

5万円（所得税から
控除できない分）

税
源
移
譲
後
の

所
得
税
額
15
万
円

税
源
移
譲
後
の

所
得
税
額
10
万
円

（例2）（例１）
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平成 19 年分所得の確定申告・市県民税申告におい
て、社会保険料控除として計上できる国民健康保険税
の納付済額を記載したお知らせはがきを 11 月中に送
付します。

送付する対象は、平成 19 年 1 月から 10 月末まで
に国民健康保険税の納付のあった全世帯（課税時点で
の世帯主あて）です。この期間内に未納がない場合には、
１２月までの納付予定額も含めて年間の総額が記載さ
れていますので、そのまま年末調整や確定申告にご利
用いただけます。未納がある場合には、納付済額のみ
を記載してありますので、11 月以降の納付額につい
ては領収証などでご確認ください。

なお、個人情報保護のため、電話による税額の問い
合わせには応じられませんのでご了承ください。
▶問い合わせ　税務課市民税担当（内線231･232）

国民健康保険税の
「納付済額のお知らせ」を

送付します

納税者の皆さんからの国税に関する質問・相談を受
け付ける「電話相談センター」が 11 月 1 日、国税局
に開設されました。

これに伴い、県内の各税務署の代表電話が自動音声
案内に変わりました。音声案内にしたがって、1 か 2
を選んで問い合わせてください。

1 を選ぶ→「電話相談センター」につながります。
税法の解釈や適用方法、申告や申請の手続などの質問・
相談をお話しください。

２を選ぶ→従来どおり税務署につながります。面接
の予約や税務署からの調査・照会・お尋ね、納税など
の相談・問い合わせ、直接税務署の職員へのご用をお
話しください。
▶問い合わせ　行田税務署☎556－2121

税務署の代表電話が
自動音声案内になりました

▶勤務期間　平成20年1月15日(火)～3月28日(金)
▶勤務時間　午前８時 30 分～午後５時　▶勤務場所　
市役所税務課　▶勤務内容　市県民税課税事務の補助（書
類整理や簡単なパソコン操作など）　▶募集人員　7 人　
▶時給　750 円　▶申し込み　市販の履歴書（写真貼付）
に必要事項を記入のうえ、12 月 14 日 ( 金 ) までに人事
課へ持参してください。申し込み後、面接のうえ選考し
ます。　▶問い合わせ　人事課（内線 208）または税務
課（内線 232）

税務課臨時職員募集

個人がインターネット（「e － Tax」国税電子申告・
納税システム http://www.e-tax.nta.go.jp/ を参照）を
利用して、自宅などから確定申告することができます。

用意するものは、インターネットにつながったパソ
コンのほかに、電子証明書付き住民基本台帳カード、
IC カードリーダライタ※ (http://www.jpki-rw.jp/ を
参照 ) などです。

この国税電子申告を平成 19・20 年分の確定申告の
際に利用されると、一年分だけ 5,000 円（ただし、
その年分の所得税額が 5,000 円未満の場合は、その
税額が限度）の税額控除が受けられます。
※家電量販店などで購
入（3,000円程度）で
きます。
▶問い合わせ　行田税
務署☎556－2121

自宅で確定申告ができます

住民基本台帳カードとは、顔写真、住所、氏名、性別、
生年月日を表示することで、本人確認ができる身分証
として公的に認められているものです。（発行手数料
500 円で、有効期限は 10 年）電子証明書は、インター
ネット上で本人であることを証明し、なりすましや偽
造を防ぐ役割をするものです。（住民基本台帳カードの
ほかに発行手数料 500 円で、有効期限は 3 年間）

電子証明書付き住民基本台帳カードは市民課で発行
しており、手続きに 30 ～ 40 分かかります。このカー
ドの発行が混み合う場合は、予約された方を優先しま
すので、電話で予約してからご来庁くださいますよう
お願いします。

今後、国税電子申告や電子申請などの利用を予定し
ている方はお早めに取得してください。
○住民基本台帳カード
　http://www.city.gyoda.lg. jp/benricyou/ 
　tetuzukitodokede/jyuukicard.html参照
○公的個人認証サービス（電子証明書）
　http://www.city.gyoda.lg. jp/benricyou/ 
　tetuzukitodokede/koutekikojin.html参照
○電子申請・届出サービス
　 h t t p : / / w w w . c i t y . g y o d a . l g . j p / d e n s i / 
　densisinsei/index.html
▶問い合わせ　住民基本台帳カード・公的個人認証サー
ビス（電子証明書）については市民課（内線 243・
244）、電子申請・届出サービス全般については広報
広聴課（内線 322）

電子証明書付き住民基本台帳
カードの取得はお早めに
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新たに登録された国の登録有形文化財
旧荒井八郎商店を紹介します

年末調整や確定申告で国民年金保険料を申告
する場合は、「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」の添付などが必要です。1 月 1
日から 10 月 1 日までに納付された方は 11
月上旬、10 月 2 日から 12 月 31 日までの
間に初めて納付された方には 2 月上旬に社会
保険庁から順次送付されますので、申告するま
で大切に保管してください。
○国民年金保険料は、全額が社会保険料控除（非

課税）の対象です。
○社会保険庁の問い合わせ窓口は、控除証明書

専用ダイヤル　☎ 0570―00―9911 で
す。（11 月 1 日～平成 20 年 3 月 14 日の
平日午前 9 時～午後 5 時）

○控除証明書に記載されている月分以外の保険
料を 12 月 31 日までの間に納付した場合
は、「領収証書」を添付して今年分として申
告できます。

○世帯主または配偶者として家族の国民年金保
険料を納付した場合は、納付した方がその保
険料を申告することができます。

▶問い合わせ　熊谷社会保険事務所☎ 522―
5211

社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書を大切に

来年度の保育園入園希望者の申し込みを受け付けます。
保育園は、家庭で十分保育できない乳幼児を、保護者の委託

を受けて保育する児童福祉施設です。保育園へ入園できる児童
は、家庭に次のいずれかの事情がある場合で、祖父母など母親
以外の方が児童を保育できる場合は該当しません。
①昼間常に家庭外で仕事をしている場合
②昼間常に家庭内で家事以外の仕事をしている場合
③出産前後または疾病（入院・自宅療養）の場合
④長期にわたり、同居の家族の看護などにあたっている場合
⑤震災、風水害、火災その他の災害の復旧に当たっている場合
▶受付期間　11 月 26 日（月）～ 12 月 14 日（金）
▶受付場所　入園を希望する保育園（申込書は 11 月 15 日　
　　　　　　（木）から各保育園で配布します）
▶保育園名・住所・電話番号・定員

▶問い合わせ　子育て支援課（内線 263）

平成20年度 保育園入園希望者受付

園　　　　　名 住　　　　所 電 話 番 号 定員（人）
若 葉 保 育 園 行田11-10 556-2797 150
和 光 保 育 園 佐間3-20-3 556-2503 130
白 鳩 保 育 園 駒形2-7-7 554-5221 60
ホ ザ ナ 保 育 園 荒木1637 557-1318 90
太 井 保 育 園 棚田町1-58-10 556-5340 90
小羊チャイルドセンター 若小玉3547-1 556-7753 60
太 田 保 育 園 藤間510-3 559-3644 120
行 田 保 育 園 荒木4961 557-2943 90
埼 玉 保 育 園 埼玉4595-1 559-2433 90
持 田 保 育 園 城西4-3-4 556-5456 90
長 野 保 育 園 長野1-34-5 553-3177 90
南 河 原 保 育 園 南河原851 557-3234 60

市内佐間の旧荒井八郎商店事務所兼住宅・大広間棟・
洋館の 3 棟（いずれも現“和牛懐石「彩々亭」”店舗）が
9 月 21 日に開催された国の文化審議会において、国の
登録有形文化財（建造物）に登録するよう文部科学大臣
に答申されました。これで国の登録有形文化財に登録さ
れる建物は市内で 5 件目となります。

▶所在地　佐間1―2351―1
▶構造・形式および大きさ
【事務所兼住宅】木造２階建、瓦葺、建築面積213㎡
【大広間棟】木造平屋建、瓦葺、建築面積100㎡
【洋館】木造3階建、瓦葺、建築面積46㎡
▶年代
【事務所兼住宅】昭和元年
【大広間棟】昭和7年
【洋館】昭和10年
▶登録基準　国土の歴史的景観に寄与しているもの

この 3 棟の建物はいずれも、「穂国足袋」の商標で知
られた荒井八郎商店の創業者荒井八郎氏が建設したもの
で、現在は“和牛懐石「彩々亭」”の店舗となっています。

荒井八郎氏は行田足袋被服工業組合理事長や全日本足 

 
袋工業組合連合会理事など足袋業界の要職を歴任すると
ともに、戦後は参議院議員に当選するなど政治家として
も活躍しました。この３棟の建物は、荒井八郎氏の迎賓
館的な役割を果たしており、氏と交流のある政財界人を
はじめ多くの人々が訪れ、「足袋御殿」とも呼ばれていま
した。戦前の行田を代表する木造洋風（大広間棟のみ和風）
建築であるといえます。
▶問い合わせ　文化財保護課☎553―3581

国の登録有形文化財になった旧荒井八郎商店
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所得税および住民税の障害者控除を受けるため
には、身体障害、精神障害、知的障害などにより
各手帳の交付を受けていただくことが原則です
が、手帳の交付を受けていなくても、市が発行す
る「障害者控除対象者認定書」により控除を受け
ることができます。

この認定書は、申請に基づき、対象者が次のい
ずれかの状態であると確認できた場合に発行して
います。
○65歳以上で、身体障害者および知的障害者な
　どに準ずる状態
○6カ月以上ねたきりであり、かつ食事、排便な
　どの日常生活に支障のある状態
▶問い合わせ　高齢者福祉課介護認定担当（内線
269）または福祉課障害福祉担当（内線266）

ご存知ですか
「障害者控除対象者認定書」

学童保育室の設置目的は、保護者が就労により
常時留守家庭となる児童に、安全な生活の場を提
供するものです。保護者の就労支援が多大に含ま
れていること、また、学童保育室の利用を必要と
しない保護者在宅の家庭との均衡を考慮し、適正
な受益者負担について検討した結果、学童保育室
の保育料を次のとおり見直し、平成 20 年 4 月
1 日から変更します。
○一人月額一律7,000円（一人1日あたり保育
　料は概ね291円）となります

現在、児童一人に要する一カ月の経費は、およ
そ 14,000 円です。この経費の半分を保護者に
負担していただくこととしました。※民設学童保
育室（太井学童保育室・荒木学童クラブ）につい
ては、各学童保育室でそれぞれ設定しています。
○2人以上の入室の場合も一人月額一律7,000
　円となります

学童保育室の運営にかかる費用は、児童一人に
つき等しくかかるものであることから、同一世帯
から２人以上の入室の場合も、児童一人ごとに同
額の負担をいただくこととしました。
○日割り計算がなくなります

学童保育室の保育料は、保護者の利益を考慮し、
保育時間が長い夏休みなどの長期休業期間も均一
な保育料となるよう、入室期間を４月から翌年の
３月までの通年利用を前提とした月額保育料を設
定しています。一日単位の利用による積上げ計算
によるものではないため、日割り計算に適さない
と判断し、廃止することとしました。
▶問い合わせ　子育て支援課（内線262）

学童保育室の
保育料を変更します

来年１月１日から荒木学童保育室（荒木小学校敷地内）が
開室します。入室の対象は、保護者の就労などで、昼間家が
常時留守になる小学１年生から３年生までの児童です。また、
保護者の所得に応じた保育料を負担していただきます。※平
成 20 年度から保育料は一律となります

入室を希望する方は、子育て支援課へ申し込みください。
▶申請期間　11 月 15 日 ( 木 ) ～ 30 日 ( 金 )（申請書配布
は 11 月 5 日 ( 月 ) ～）
▶募集人員　30 人※平成 20 年度も継続して入室を希望さ
れる方は、平成 20 年度分も同時に申請してください。
▶問い合わせ　子育て支援課（内線 262）

荒木学童保育室が開室します

平成20年度 学童保育室の入室児童募集

▶対象　保護者の就労などにより昼間常時留守となる家庭
の、市立小学校に通う 1 年生から 3 年生までの児童
▶入室期間　平成 20 年 4 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日
▶募集人員

▶保育料　一人月額一律 7,000 円※民設学童保育室（太井
学童保育室・荒木学童クラブ）については、各学童保育室で
それぞれ設定していますので、問い合わせください。
▶保育時間　放課後～午後 7 時（土曜日・夏休みなどは午
前 8 時～午後 7 時）※荒木学童クラブ（民設）は放課後～
午後 6 時 30 分（夏休みなどは午前 7 時 45 分～午後 6 時
30 分・土曜休室）
▶申請書配布　【公設】11 月 5 日（月）から子育て支援課
6 番窓口、南河原支所および各学童保育室にて

【民設】11 月 5 日（月）から太井学童保育室または荒木学
童クラブにて
▶申請　【公設】11 月 15 日（木）～ 30 日（金）に子育
て支援課 6 番窓口、南河原支所、各学童保育室へ

【民設】11 月 15 日（木）～ 2 月 29 日（金）に太井学童
保育室または荒木学童クラブへ
▶その他　入室決定は申し込み順ではありません。
▶問い合わせ　【公設】子育て支援課（内線 262）

【民設】太井学童保育室☎ 556 － 5340、荒木学童クラブ
☎ 557 － 6006

区分 名　　　　　　称 場　　　　　所 定員（人）

公設

中 央 学 童 保 育 室 中央小学校敷地内 50 

西 学 童 保 育 室 西小学校敷地内 60

東 学 童 保 育 室 東小学校敷地内 50

北 学 童 保 育 室 谷郷2486－3  旧上谷第一住宅跡 40

さくら学童保育室 桜ヶ丘小学校敷地内 40

南 学 童 保 育 室 南小学校敷地内 40

太田西学童保育室 太田西小学校敷地内 40

泉太井学童保育室 泉小学校敷地内 50

埼 玉 学 童 保 育 室 埼玉小学校敷地内 40

南河原学童保育室 南河原支所内 50

下 忍 学 童 保 育 室 下忍小学校敷地内 30

荒 木 学 童 保 育 室 荒木小学校敷地内 30

民設
太 井 学 童 保 育 室 棚田町1－58－10 30

荒 木 学 童 ク ラ ブ 荒木2048－2　峰川様方 24
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類 似 団 体 43.4歳 345,483円 378,417円

人件費の状況（普通会計決算）１

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

※経験年数とは、採用後の年数をいいます。

（　　）内は、再任用職員に係る支給割合です。

区　 分

18年度

人件費率
Ｂ/Ａ

20.6％

住民基本台帳人口
（平成18年度末）

88,111人 23,356,368

歳出額Ａ

千円

1,217,615

実質収支

千円

4,802,094

人件費Ｂ

千円

職員給与費の状況２

※職員数および給与費は一般会計当初予算に計上された額であり、水道事業、下水道事業、
　国民健康保険事業などの特別会計にかかるものは含みません。
　また、職員手当には退職手当を含みません。

※市の給与条例に基づく行政職給料表の級区分による職員数であり、現業職員を含みません。
　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務員の給与
　水準を示す指数です。類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体の
　ラスパイレス指数を単純平均したものです。

市職員の給与などを公表します
　市職員の給与・職員数については、常にその適正化に努めていますが、このたび平均給料月額
などを表にまとめましたのでお知らせします。

区　分

19年度

職員数
Ａ

１人当たり
給与費Ｂ/Ａ

530人

給　 料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ

給　　　与　　　費

2,148,724
千円

487,317
千円

939,549
千円

3,575,590
千円

6,747
千円

職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成18年４月１日現在）

３

※一般行政職とは、税務職、医療技術職、看護・保健職、福祉職、消防職、企業職、技能労務職、
　教育職のいずれの職種にも属さないすべての職員をいいます。
※平均給与月額は平均給料月額に扶養手当、地域手当、住居手当、通勤手当、管理職手当の毎
　月決まって支給される各手当の総支給額を各職種区分の職員数で割った額を加えたものです。

区　　　分

行　田　市

埼　玉　県

　　国

平均年齢

42.2歳

43.6歳

40.4歳

平均給料月額

347,079円

370,957円

328,477円

平均給与月額

409,280円

423,239円

381,212円

① 一般行政職

職員の初任給の状況（平成１9年４月１日現在）４

行政職の級別職員数の状況（平成１9年４月１日現在）５

ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）６

区　　　分

大学卒

高校卒

一　般

行政職

行田市

176,800円

142,800円

埼玉県

176,800円

142,800円

国

170,200円

138,400円

職員の経験年数・学歴別平均給料月額の状況（平成１9年４月１日現在）７

区　　　分

大学卒

高校卒

一　般

行政職

経験年数10年

260,120円

ー

経験年数15年

315,021円

261,850円

経験年数20年

367,040円

ー

期末手当・勤勉手当８

行田市

（18年度支給割合）
期末手当

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による
加算措置　
・ 役職加算　5～20％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による
加算措置　
・ 役職加算　　  5～20％
・ 管理職加算　10～25％

3.0 月分
（1.6）月分

勤勉手当
1.45 月分

（0.75）月分

（18年度支給割合）
期末手当
3.0 月分

（1.6）月分

勤勉手当
1.42 月分

（0.75）月分

国

退職手当（平成１9年４月１日現在）９

行田市

（支給率）
勤続20年

勤続25年

自己都合
23.50月分

33.50月分

定年退職
30.55月分

41.34月分
勤続35年 47.50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分
その他の加算措置
定年前早期退職特例措置（2～20％加算）

（支給率）
勤続20年

勤続25年

自己都合
23.50月分

33.50月分

定年退職
30.55月分

41.34月分
勤続35年 47.50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分
その他の加算措置
定年前早期退職特例措置（2～20％加算）

国

類 似 団 体 47.8歳 318,854円 336,757円

区　　　分

行　田　市

埼　玉　県

　　国

平均年齢

53.3歳

51.9歳

48.4歳

平均給料月額

338,692円

368,256円

286,500円

平均給与月額

387,112円

401,194円

318,595円

② 技能労務職

区　分

標準的な
職務内容

職員数

構成比

1級

主　事
技　師

18人

3.4％

2級

主　事
技　師

80人

15.1％

3級

主　任

190人

35.9％

4級

主　査

96人

18.1％

5級

主　幹

79人

14.9％

6級

課　長
副参事

40人

7.5％

7級

次　長

14人

2.6％

8級

部　長
参　事

13人

2.5％

計

530人

100.0％

105

100

95

90
行田市 類似団体平均 全国市平均

（H13）
96.6

（H18）
97.4

（H13）
100.2

（H18）
96.6

（H13）
101.4

（H18）
97.4
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、
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行
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ま
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こ
の
た
び
、
行
田
市
陸
上
競
技
協
会
会
長

の
奥
泉
曻
さ
ん
（
桜
町
）
が
「
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
功
労
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
奥
泉
さ

ん
は
、
小
学
校
教
諭
の
傍
ら
、
昭
和
30
年
代

か
ら
行
田
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
発
展
の
た

め
に
尽
力
さ
れ
、
市
で
実
施
し
て
い
る
各
種

ス
ポ
ー
ツ
事
業
（
市
民
体
育
祭
・
鉄
剣
マ
ラ

ソ
ン
・
駅
伝
競
走
大
会
な
ど
）
の
礎
を
築
か

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
長
い
間
の
功
績

が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

生涯スポーツ功労賞を受賞した奥泉曻さん生涯スポーツ功労賞を受賞した奥泉曻さん
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曻
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受
賞

戦没者等のご遺族の皆さんへ　
第８回特別弔慰金の請求期限
が近づいています

戦没者等のご遺族の皆さんへ　
第８回特別弔慰金の請求期限
が近づいています

戦没者等のご遺族の皆さんへ　
第８回特別弔慰金の請求期限
が近づいています
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※H19.7.1からH23.4.30までの間、給与の減額措置として、市長、副市長および教育長の給料の
　10％を減額しています｡

※県内で人口1万人当たりの職員数が最も少ない市は55.1人、最も多い市は118.1人となっており、
　行田市は最少市から数え9番目に位置しています。

部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

区　　分
H18
職　員　数（人）

368

H19

352

対前年増減数
（人）

ー16

175 177 2

543 529 ー14

46 45 ー1

589

一般行政部門

特別行政部門（教育・消防）

普通会計計

公営企業等会計部門
（水道・下水道・その他）

合　計 574 ー15

特別職の報酬等の状況（平成１9年４月１日現在）10

12

人口1万人当たりの職員数（平成１9年４月１日現在）１１

区　　　分
市　　　長

給料月額等
933,000円（H15.7.1～H19.4.30  839,700円）

副　市　長 780,000円（H15.7.1～H19.4.30  741,000円）
教　育　長 702,000円（H15.7.1～H19.4.30  666,900円）

給　

料

　 （算定方法）
市　　　長 給料月額×在職月数×40/100
副　市　長 給料月額×在職月数×30/100
教　育　長 給料月額×在職月数×30/100

（支給時期）
任期ごと
任期ごと
任期ごと

退
職
手
当

議　　　長 482,000円　
副　議　長　 429,000円　
議　　　員 407,000円　

報　

酬

市　　　長
（18年度支給割合）

副　市　長
4.40月分
4.40月分
4.45月分 （勤勉手当を含む）教　育　長

議　　　長 （18年度支給割合）
副　議　長　 4.20月分
議　　　員

期
末
手
当

行田市 65.0人 75.7人県内市平均

部　　門

　問い合わせ　人事課（内線２０８）

　戦没者の死亡当時の遺族で、平成17年
４月１日において公務扶助料、遺族年金な
どを受ける方がいなかった場合に特別弔慰
金が支給されます。対象となる遺族でまだ
請求されていない方は、次の請求窓口へ問
い合わせのうえ、請求してください。

▶請求期限　平成20年３月31日
▶支給内容　額面40万円、10年償還の
　　　　　　記名国債を支給
▶申し込み・問い合わせ　
　　　　　　福祉課社会福祉担当
　　　　　　（内線２６７）

　市では、事務事業の見直し、組織
の合理化、職員の適正配置などによ
り職員数の抑制に努めていますが、
安心・安全なまちづくりを推進する
ため、消防職員を募集します。

▶試験日時　12月22日(土)午前８時30分～
　　　　　　（受け付けは午前８時～）
▶場　　所　行田市役所
▶募集人数　若干名
▶受験資格　昭和53年４月２日～昭和61年４月１日に生ま

れた方で、学校教育法による大学を卒業した方ま
たは平成20年３月31日までに卒業見込みの方

▶申し込み　11月19日(月)～27日(火)に人事課へ申込書を
直接持参してください。なお、試験案内および申
込書は、11月19日(月)から人事課で配布します。

▶問い合わせ　人事課（内線２０８）

消防職員を募集します消防職員を募集します消防職員を募集します消防職員を募集します
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人事行政の運営などの状況を公表します
　市の人事行政の運営などの状況（給与公表に係る部
分を除く）の概要を公表します。

職員の任免に関する状況１

（１）職員の採用の状況（H１8.４.１～H１9.３.３１）

定年退職 普通退職 その他
（死亡、免職、失職） 計

12 （5）人 8 （3）人 0 （0）人 20 （8）人

※（　）内は女性数で、内書きです。

職員の分限および懲戒処分の状況（H１8.４.１～H１9.３.３１）３

職員の福祉および利益の保護の状況６

勤務条件に関する措置の要求の状況（H１8.４.１～H１9.３.３１）７

（１）分限処分の状況

　　　区　　　分

勤務成績が良くない場合

心身の故障の場合

職に必要な適格性を欠く場合

職制等の改廃等により過員を
生じた場合

刑事事件に関し起訴された場合

条例で定める事由による場合

降任

－

－

－

－

－

－

免職

－

－

－

－

－

－

休職

－

2人

－

－

－

－

降給

－

－

－

－

－

－

職員の服務の状況４

（１）営利企業等従事の許可状況（H１8.４.１～H１9.３.３１）

　　　　　営利企業等の従事の内容

営利を目的とする私企業を営むことを目的とする
会社その他の団体の役員等の地位を兼ねる場合

自ら営利を目的とする私企業を営む場合

報酬を得て事業または事務に従事する場合

許可件数

－

－

1件

摘要

母子世帯等調査員

職員の研修および勤務成績の評定の状況５

（２）懲戒処分の状況

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況２

（１）勤務時間の概要（標準的なもの）

１週間の勤務時間

４０時間

開始時刻

８:３０

終了時刻

１７:１５

休憩時間

１２:１５～１３:００

休息時間

１２:００～１２:１５
１７:００～１７:１５

（２）年次有給休暇の取得状況（一般職員）

平均取得日数

平成１8年

７.３日

平成１7年

７.３日

対前年増減

０.０日

（注）期間は各年１月１日から１２月３１日までの１年間です。

（２）勤務成績の評定の状況（H１8.４.１～H１9.３.３１）

対象職員

評定回数

活用方法

一般職（教育長、臨時･非常勤職員を除く）全職員

年４回

勤勉手当、昇任･昇格、特別昇給等

（３）病気休暇、介護休暇および組合休暇の取得状況（H１8.４.１～H１9.３.３１）

病気休暇

２1人

介護休暇

－

組合休暇

－

（４）育児休業等の取得状況（H１8.４.１～H１9.３.３１）

休業の種類

休業者の内訳

取得者合計

 うち女性

 男性

１0人 5人

１0人 5人

1人

1人

1人

1人

ー ー ー ー

育児休業 部分休業

うち新規 うち新規

（２）職員の退職の状況（H１8.４.１～H１9.３.３１）

（５）時間外勤務の状況（H１8.４.１～H１9.３.３１）

年間総時間数 22，691時間

（１）研修の状況（H１8.４.１～H１9.３.３１）

　　　研修区分

一般研修（四市共同）
（行田･加須･羽生･鴻巣）

特別研修

自己啓発促進

派遣研修

専門研修

研修内容･派遣先など（カッコ内は修了者数）

・初級職員研修（11人）　・中級職員研修（１8人）
・上級職員研修（１０人）　・法制執務研修（２1人）
・監督者研修（１0人）
・接遇研修（７0人）　・政策法務研修（18人）
・メンタルヘルス研修（191人）　・人権問題研修（１78人）
・OA研修（１46人）　・キャリアデザイン研修（57人）
・危機管理研修（１07人）　・ディベート研修（18人）

・通信教育講座（7人）

・自治大学校（2人）　・市町村アカデミー（9人）
・国際文化アカデミー（1人）　・民間企業派遣研修（2人）
・自治人材開発センター（８8人） ・海外派遣研修（１人）
・防火管理者資格認定講習（5人）　・埼玉県（３人）

・各部署における専門研修（４8人）

（１）健康診断の状況（H１8.４.１～H１9.３.３１） （２）公務災害の発生状況（H１8.４.１～H１9.３.３１）

区　　分

定期健康診断

胃がん検診

大腸がん検診

受診者

４68人

7３人

86人

区分

公務災害

通勤災害

人数

1人

－

該当なし

不利益処分に関する不服申立ての状況（H１8.４.１～H１9.３.３１）８

該当なし

　　　　区　　　分

法令に違反した場合

職務上の義務に違反しまたは
職務を怠った場合

全体の奉仕者たるにふさわし
くない非行のあった場合

戒告

－

－

－

減給

1人

－

－

停職

－

－

－

免職

－

－

－

問い合わせ　人事課　（内線２０８）

平成18年度における職員の採用はありません。
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サケの遡上の様子
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上下水道工事による交通規制のお知らせ

　市では、快適な生活環境を整備するため、下水道管
の布設工事を計画的に進めています。また、同時に安
全で安定した給水を確保するため、水道工事を次のと
おり実施します。
　国道１２５号の工事期間中は、交通規制などにより
大変ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願
いします。
▶工事期間　11 月中旬～平成 20 年３月上旬　
▶工事個所　城西４丁目地内（下図参照）　
▶問い合わせ　下水道課 ☎５６４―０３０３または
　　　　　　水道課 ☎５５３―０１３１

プレミアム付き共通商品券を発売します

▶発 売 日　12 月１日（土）～（完売次第終了）　
▶発売時間　午前 10 時～午後４時まで
▶発売場所　行田商店協同組合事務所
　　　　　　（商工センター３階）
▶利用期間　12 月１日（土）～平成 20 年２月 29 日（金）
▶発売単位　１0,000 円（１,000 円券 10 枚＋プレ
　　　　　　ミアム分１枚の合計１1,000 円分）
▶購入限度額　１人 10 万円（ただし、18 歳以上の方）
▶発 行 額　７,７００万円
▶利用できる店　
　　　　　　プレミアム付き共通商品券取扱参加加盟
　　　　　　店（ポスター掲示）
▶利用できない商品　
　　　　　　自動車、商品券、ビール券、図書券、切
　　　　　　手、印紙、プリペイドカードなどの換金
　　　　　　性の高いもの
▶発行団体　行田商店協同組合
▶問い合わせ　行田市商店会連合会および行田商店協同
　　　　　　組合 ☎５５６―８００３　

工事個所

パチンコ店

持田保育園
からくり時計

国道１
２５号

線

寺
寺

持田駅 秩父
線

至熊谷

至行田市街

総合公園野球場スコアボードの
利用が有料になります

　今まで手動式であった総合公園野球場のスコアボー
ドが、新しく磁気反転式による電光掲示板となり、現
地に係員を配置することなく、本部席でのコンピュー
タ操作により表示することができるようになりました。
　これに伴い、スコアボードを利用する場合、次の料
金がかかります。ご理解とご協力をお願いします。

《利用料金》
　１回（１日単位）につき１,５００円
　※平成 20 年 1 月 1 日利用分から適用されます。

▶問い合わせ　スポーツ振興課 ☎５５６―８３３６

「全国物価統計調査」にご協力ください

　11 月に「平成 19 年全国物価統計調査」が実施さ
れます。これは、消費者が購入する主な商品の販売価
格やサービスの料金などを調査し、物価政策をはじめ
各種の行政施策を立案する際の重要な資料を得ること
を目的として行われる国の重要な統計調査です。
　調査対象は、全国で約 13 万の小売店舗と約４万の
飲食店・サービス事業所などです。調査にご協力くだ
さるようお願いします。
▶問い合わせ　企画政策課統計担当（内線３１０）

サケの遡上を見学してみませんか

　利根川では、シロサケなどの遡上が最盛期を迎え、
利根大堰にある「大堰自然の観察室」から遡上の様子
が見学できます。遡上する様子を間近に見ることがで
きる絶好の機会ですので、ぜひお越しください。ただ
し、大雨などの気象状況により遡上見学ができない場
合もあります。

▶見学可能期間　おおむね 10 月～ 12 月末
　　　　　　　　（例年、11 月ごろが最盛期）
▶時　　間　午前８時 30 分～午後４時 30 分
　　　　　　（入室自由）
▶場　　所　利根大堰「大堰自然の観察室」　
▶そ の 他　利根導水総合管理所のホームページでも
　　　　　　魚道のライブ映像を見ることができます。
　　　　　　（http://www.water.go.jp/kanto/tone/）
▶問い合わせ　独立行政法人水資源機構利根導水総合管
　　　　　　理所総務課 ☎５５７―１５０１

サケの遡上の様子
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　縁起物の熊手や飾り物を買い求める客でにぎわう師走の風物
詩、愛宕神社の「酉の市」。下町愛宕神社境内にある酉の市起
源碑には、明治40年（１９０７年）12月６日開始と記され
ており、今年で節目の百周年を迎えます。
　始めのころは露天商の人々に金一封と弁当をつけてもてな
し、数多く出店してもらえるようにお願いしたそうです。その
甲斐あってか、今では全国から露天商が参集し、にぎやかなお
祭りになりました。
　一番の人気は境内で販売される招福熊手。昨年はこの熊手を
買い求める人や参拝客など、約３万人の人手でにぎわいまし
た。今年は百周年を迎え、さらに盛大なお祭りとなります。ご
家族、お友達を誘ってぜひお出かけください。

▶期日　12月６日（木）▶場所　下町愛宕神社およびその
周辺　▶問い合わせ　行田市観光協会（商工観光課内・内線
３８２）

「酉の市」百年祭が開催されます
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毎年多くの人でにぎわう愛宕神社の酉の市

　平成元年、埼玉県では東日本で最も早く、全
国でも５番目となる「景観条例」を制定し、大
規模建築物における外壁の色彩誘導などの景観
施策を推進してきました。
　このたび、平成17年に全面施行された『景
観法』に基づき、「埼玉県景観条例」を全部改
正し、地域の特性を生かした景観形成を推進す
るため、県民コメント制度でいただいたご意見
を踏まえ、「埼玉県景観計画」を策定しました。
　詳細については、県ホームページ（http://
www.pref.saitama.lg. jp/A08/B100/
keikanHP/keikaku/index.html）をご覧くだ
さい。
▶問い合わせ　埼玉県県土整備部県土づくり
企画室 景観・まちづくり推進担当☎０４８―
８３０―５３６７

埼玉県が
「埼玉県景観計画」を策定しました
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個人所有住宅の
改修資金を補助します

対 象 と
な る 方

・市内在住の方
・改修工事を行う住宅の所有者で、かつ現在居住して

いる方
・市税を完納している方
・市が実施する他の同様の補助金や助成金を受けてい

ない方

対象となる
工 事

・住居部分に関する修繕、改装工事
・消費税を除く工事費が20万円以上の工事
・市内業者が行う工事

補 助 金 額 消費税を除く工事費の5％相当額
（上限10万円）

必 要 書 類
①申請書　②納税証明願　③住民票　④工事見積書
( 写 )　⑤現場写真　⑥固定資産税課税明細書 ( 写 )ま
たはそれに準じるもの

そ の 他

・必ず工事着工前に申請してください。
（工事着工後または完了済の方の補助はできませんの

でご注意ください）
・制度のご利用は住宅一棟につき1回限りとなります。
・予算の範囲内での補助となりますので、年度途中で

終了する場合があります。

　市内の施工業者を利用して個人所有住宅の改修工事を行った場
合、その工事費の一部を補助しています。

▶申し込み　必要書類をご用意のうえ、商工観光課へ持参してください。
▶問い合わせ　商工観光課振興担当（内線384）

市融資制度が利用しやすくなりました
　市では、中小企業者向けの事業資金の融資を実施しています。このたび融資制度を見直し、償還期間の延長などを行
いました。これにより、毎月の返済の負担が減り、さらに融資が利用しやすくなりました。

▶問い合わせ　商工観光課振興担当（内線384）

▶日時　12月10日（月）午後１時30分～４時30分 
▶場所　市民プラザかぞ１階視聴覚ホール（加須市中
央２丁目４番17号）　▶テーマ・講師　①「アルコー
ル依存症とは何か？」上妻英正さん（不動ヶ丘病院院
長）　②「回復する姿～アルコール問題から回復した
人と出会う～」　▶対象　加須保健所管内の方および
関係者　▶定員　50人（先着順）　▶申し込み・問
い合わせ　加須保健所保健予防推進担当☎０４８０―
６１―１２１７

　県産業労働センターでは、賃金や労働時間などの労
働条件、採用や退職、解雇、労務管理の改善など、勤
労者と経営者の労働に関する悩みや疑問についての相
談を受け付けています。
▶日時　月～金曜日（祝日・年末年始を除く）午前８
時３０分～午後５時
▶費用無料
▶問い合わせ　県東部産業労働センター☎０４８―
７３７―２１３６

平成19年度こころの健康講座
〜アルコール依存症について〜

産業労働センターの労働相談

制 度 名 小口事業資金 商工業振興資金 中小企業経営近代化振興資金

限 度 額 1,250万円 1,500万円 2,000万円

利 率 1.75% 1.75% 融資日の長期プライムレートより
1.0％減じた利率

資 金 使 途 運転・設備 運転・設備 運転・設備

貸 付 期 間 運転：10年（据置 6カ月以内）
設備：12年（据置1年以内）

運転：10年（据置1年以内）
設備：12年（据置1年以内）

運転：1 ～ 5 年（据置 6カ月以内）
設備：1 ～7年（据置1年以内）

担 保 不要 必要に応じて 必要に応じて

保 証 人 不要 個人：原則として不要
法人：代表者

個人：原則として不要
法人：代表者

信 用 保 証 埼玉県信用保証協会の保証を付す 必要に応じ付す

各 資 金 共 通
の 利 用 条 件

①市税を滞納していないこと
②中小企業者の要件を満たしていること
③許可・認可・免許・登録などを要する業種を営む場合、その許認可などを取得していること

資金別の利用条件
①市内業歴1年以上であること
②市民税の所得割または法人税割が
　課税されていること
③小規模事業者であること

①市内業歴6カ月以上であること ①市内業歴 2 年以上であること
②信用保証協会の保証付融資の場合は、信用保証対
　象業種を営むこと

完済時の利子補給 あり なし

申 し 込 み 毎月5日締め切り 随時受付 随時受付

提 携 金 融 機 関 市内の銀行・信用金庫の各支店 商工中金熊谷支店

申 し 込 み 先 商工観光課 商工中金熊谷支店

※表中の下線部分が今回変更となったところです。
※利率は半年ごとに見直しをしていますので、必ず最新の利率をご確認ください。
※提携金融機関からの融資となりますので、借入希望の金融機関とよくご相談のうえ申し込みください。
※返済にあたっては、所定の利子のほかに埼玉県信用保証協会への信用保証料が必要になります。

中小企業者向け融資制度一覧 （平成19年10月1日現在）
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保健センター　Tel.553ー0053 ／ Fax.555ー2551
保 健 案 内

名　　称 対　　象 期　　日 受付時間 内容・注意事項

　健康相談 　健康に関する相談をしたい方
 12 月 19 日 ㈬

午前 10 時
〜 11 時

食事や日常生活についての相談を保
健師・栄養士がお受けします。

　禁煙相談 　たばこをやめたい方 申し込みが必要です。

　こころの相談
なんとなく気分がすぐれない、
夜眠れない、不安や心配事がある、
人間関係に悩みがあるという方

 12 月 20 日 ㈭ ー 申し込みが必要です。

おとなの行事 ※場所は保健センター

巡回不妊相談を実施します
日　　時　12月8日（土）午後1時30分〜5時
場　　所　熊谷市男女共同参画推進センター
　　　　　　　「ハートピア」
　　　  　（JR熊谷駅隣接ビル「ティアラ２１」内）

名　　称 対　　象 期　　日 受付時間 内容・注意事項

　乳幼児健診 　４カ月児・１歳６カ月児・3 歳児
対象児には通知します。転入された方は保護センターにご確認ください。

　歯科健診 　２歳児

　BCG 予防接種

　平成 19 年 8 月 1 日〜 15 日
　生まれの子  11 月 21 日 ㈬

午後 1 時 30 分
〜 2 時 20 分

対象児には通知します。
対象児でまだ受けていないお子さ
ん（６カ月未満）は、この機会に
受けてください。

　平成 19 年 8 月 16 日〜 31 日
　生まれの子  12 月　3 日 ㈪

　母親学級 　初妊婦  11 月 29 日 ㈭
 12 月 11 日 ㈫

午後 1 時 15 分
〜 1 時 30 分 ご家族も参加できます。

　乳幼児相談 　小学校入学前の子
 12 月 10 日 ㈪ 午後 1 時 30 分

〜 3 時 30 分 保健師、栄養士がお受けします。
申し込みが必要です。

 12 月 18 日 ㈫ 午前 9 時 30 分
〜 11 時 30 分

　離乳食教室（初期） 　平成 19 年 6 月 15 日〜 7 月
　14 日生まれの子  12 月　5 日 ㈬ 午後 1 時 45 分

〜 2 時 申し込みが必要です。

子どもの行事 ※場所は保健センター

 ・診療科目……内科、小児科、外科
 ・診療時間……午前10時〜午後5時

＊医療機関が変更されることがありますので、事前に問い合わせください。
 ・行田中央総合病院　　☎553－2000
 ・壮幸会行田総合病院　☎552－1111
◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき
 ・行田市消防署　☎556－3005
 ・埼玉県救急医療センター　☎048－824－4199

休日急患診療
期　日 場　所 期　日 場　所

11 月 18 日（日） 行田中央総合病院 12 月　2 日（日） 行田中央総合病院

11 月 23 日（金） 行田中央総合病院 12 月　9 日（日） 壮幸会行田総合病院

11 月 25 日（日） 壮幸会行田総合病院

運動講座「ウエスト引き締め教室」
 「お腹まわりが気になる」「運動不足で体が重く感じる」「頭ではわ
かっているけど、なかなか行動にうつせない」などという方を対象に、
メタボリック症候群予防のための運動講座を次のとおり開催します。心
地よい汗をかいて、運動を始めるきっかけにしてみませんか。ぜひこの
機会にご夫婦や友人お誘い合わせのうえご参加ください。
日　　時　11月21日（水）、12月 6日（木）・21日（金)
　　　　　午前10時〜11時30分
場　　所　保健センター（室内で行います）
内　　容　講話、内臓脂肪を減らすための家庭でできる簡単な運動
定　　員　25人（先着順）
持 ち 物　健康手帳、室内履き、動きやすい服装、飲み物
申し込み　電話で保健センターへ

内容 概　要 従　事　者

①講話 テーマ「不育症について」 医師

②集い
不妊経験者や専門家を

交えた話し合い

不妊経験者
不妊カウンセラー
臨床心理士

③個別
　相談 ①②とは別に予約

医師
不妊カウンセラー
または臨床心理士

対　　象　不妊に悩んでいる県内在住の方
定　　員　①②30人、③10人（①②③とも先着順）
費　　用　無料
申し込み　埼玉県看護協会☎048-824-8122
問い合わせ　埼玉県看護協会または県保健医療部
　　　　　健康づくり支援課母子保健担当
　　　　　 ☎048-830-3561

　乳がん検診は９月18日から受け付けています
が、11月26日（月）・27日（火）は、まだ余
裕がありますので、ぜひ申し込みください。
対　　象　40歳以上の偶数年齢の方
　　　　　（４月１日現在）

乳がん検診
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ごみ出しルールを守って、きれいな町を
～正しく出しましょう　粗大ごみ～

　粗大ごみの収集は月に１回、集積場所は各地区おおむね１カ所となって
います。指定された場所以外の集積場所には出さないでください。また、
収集日が祝日となった場合は、収集は翌月となりますので、集積場所に出
さないようご協力をお願いします。
　18 リットルのポリ缶より小さい家電製品（エアコン・テレビ・冷蔵庫・
冷凍庫・洗濯機・パソコン以外）は、燃やせないごみとして収集しますので、
週１回の燃やせないごみの収集日に出してください。
　粗大ごみの収集日や集積場所がわからない場合は、環境課まで問い合わ
せください。
▶問い合わせ　環境課環境業務担当 ☎５５６―９５３０

平成１９年度第３回警察官採用試験

▶試験区分・採用予定人員および受験資格

▶申し込み　
　【持 参 ・ 郵 送】12 月 3 日（月）～ 20 日（木）  （期間内消印有効）
　【インターネット】12 月 3 日（月）～ 19 日（水）午後 5 時まで

※受験案内および申込書は埼玉県警察採用センター（さいたま市浦和区
高砂３－１５－１埼玉県庁第二庁舎８階）または県内の各警察署・交
番・駐在所で配布しています。また、郵送での資料請求もできます。

▶第1次試験日　平成 20 年 1 月 27 日（日）
　《就職説明会の日時・場所》
　○ 12 月 1 日（土）大宮ソニックシティ 905 研修室　
　○ 12 月 2 日（日）川越福祉センター第 5 会議室
　○ 12 月 8 日（土）熊谷会館第 1・3 会議室　
　○ 12 月 9 日（日）大宮ソニックシティ 902 研修室　
　※すべて【受　付】午前 9 時～ 9 時 30 分
　　　　　 【説明会】午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分　
▶問い合わせ　埼玉県警察採用センター ☎０１２０－３７３５１４

試験区分 採用予定人員 受験資格

Ⅰ類 男性 40 人 昭和52年4月2日以降に生まれた方で、大学卒業（見込み）の方

Ⅱ類 男性 10 人 昭和52年4月2日～昭和63年4月1日に生まれた方で、短大また
は専修学校（2年制以上の専門課程）等を卒業（見込み）の方

Ⅲ類 男性 30 人 昭和52年4月2日～平成2年4月1日に生まれた方で、Ⅰ類・Ⅱ類
に該当しない方　※高校3年生も受験可能

ダイオキシンをさらに減らすために

　県内で発生するダイオキシンのうち、多
くは私たちの家庭から出たごみや事業所か
ら出た産業廃棄物の焼却によるものです。
　家庭用のごみ焼却炉や事業所の小型焼却
炉のほとんどは、燃焼温度が十分にあがら
ないなど、不完全燃焼を起こしやすいため、
ダイオキシンを多く発生させてしまいます。
  家庭での焼却は規制対象となっており、基
準に合った焼却炉以外は使用できません。
庭先などで焼却炉を使わずに、ごみを燃や
したり、ドラム缶などを使って焼却したり
することはできません。家庭のごみは、焼
却しないで決められた日に決められた集積
所へ出してください。 
  ダイオキシンを減らすためには、ごみを減
らすことが何より効果的です。「必要なもの
を必要なだけ買う」、「使い捨て商品は買わ
ない」、「長く大切にものを使う」、「過剰な
包装は控える」、「レジ袋はもらわない」など、
ごみを作らないように心がけましょう。
　ダイオキシンを減らすためには、皆さん
の協力が不可欠です。
▶問い合わせ　環境課環境政策担当
　　　　　　   ☎５５６―９５３０

事業主の皆さんへ　
労働保険からのお知らせ

　労働保険料（労災保険・雇用保険）の第
三期分の納期限は 11 月 30 日（金）です。
　納付書は、納期限の 10 日前ごろに事業
場へ送付しますので、最寄りの金融機関で
納付をお願いします。
▶問い合わせ　埼玉県労働局総務部労働

保険徴収課適用係☎０４８―６００―
６２０３

　

市
で
は
、
資
源
の
有
効
利
用
と
ご
み
の

少
量
化
を
図
る
た
め
、
不
用
に
な
っ
た
家

具
や
家
電
製
品
な
ど
、
ま
だ
使
え
る
も
の

の
仲
介
を
行
う
不
用
品
登
録
制
度
を
実
施

し
て
い
ま
す
。（
品
物
無
料
）

　

登
録
期
間
は
３
カ
月
で
す
。
現
在
登
録

さ
れ
て
い
る
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◎
さ
し
あ
げ
ま
す

▽
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
ー
ラ
ー　

▽
学
習
机
▽

子
供
用
自
転
車（
女
子
用
）
▽
シ
ン
グ
ル
ベ

ッ
ド　

▽
姿
鏡　

▽
ベ
ビ
ー
サ
ー
ク
ル　

▽
エ
レ
ク
ト
ー
ン　

▽
食
器
棚　

▽
子
機

付
電
話
機　

▽
電
子
レ
ン
ジ

◎
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

▽
大
人
用
自
転
車
（
24
・
26
・
27
イ
ン
チ
）

▽
電
子
ピ
ア
ノ　

▽
自
転
車
用
子
供
い
す

（
後
用
と
前
用
）
▽
げ
た
箱　

▽
小
型
冷

蔵
庫　

▽
ベ
ッ
ド
用
読
書
ス
タ
ン
ド　

▽

テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
再
生
機　

▽
ピ
ア
ノ

▽
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム　

▽
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド　

▽
ろ
く
ろ　

▽
Ｍ
Ｄ
コ
ン
ポ　

▽
家
庭
用

小
型
耕
運
機　

▽
一
輪
車
（
14
イ
ン
チ
）

▽
子
供
用
す
べ
り
台　

▽
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト　

▽
全
自
動
洗
濯
機　

▽
50　

原
付

バ
イ
ク　

▽
籐
タ
ン
ス　

▽
籐
洋
服
ダ
ン

ス　

▽
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
（
マ
ッ
ト
付
）
▽

二
人
掛
用
籐
ソ
フ
ァ
ー　

▽
籐
ガ
ラ
ス
テ

ー
ブ
ル

▼
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
☎
５
５
６―

９
５
３
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
５
３―

０
７
９
２

不
用
品
情
報

cc
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【
相
談
事
例
】　
（
70
代
女
性
）

　

突
然
、
自
宅
に
業
者
が
訪
れ
、
運
勢
鑑
定
会
を
行

う
の
で
自
宅
で
使
っ
て
い
る
印
鑑
を
持
っ
て
会
場
に

来
る
よ
う
に
誘
わ
れ
た
。
後
日
、
鑑
定
会
場
へ
出
向

き
、
３
千
円
を
支
払
っ
て
運
勢
鑑
定
を
し
て
も
ら
っ

た
。
印
鑑
を
作
る
こ
と
で
運
が
開
け
る
と
勧
め
ら
れ
、

息
子
が
大
病
を
患
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
３
種
類

の
息
子
の
印
鑑
を
購
入
し
て
し
ま
っ
た
。
持
参
し
た

実
印
も
欠
け
て
い
る
と
言
わ
れ
、
新
た
な
印
鑑
を
勧

め
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
場
で
契
約
し
た
。
代
金
は

総
額
で
60
万
円
だ
っ
た
。
後
日
販
社
に
出
向
き
、

現
金
で
直
接
支
払
っ
た
。
し
か
し
よ
く
考
え
る
と

高
額
で
あ
る
し
、
業
者
に
対
し
不
信
感
が
わ
い
て

き
た
。
解
約
し
た
い
。

【
お
答
え
し
ま
す
】

　

今
回
の
相
談
に
関
し
て
は
、
契
約
か
ら
相
談
日
ま

で
１
カ
月
ほ
ど
経
過
し
て
い
た
た
め
、ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
（
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

が
で
き
る
期
間
は
、
原
則
と
し
て
契
約
書
を
受
け

取
っ
た
日
か
ら
８
日
間
）、
相
談
者
に
解
約
し
た
い

旨
の
書
面
を
書
い
て
も
ら
い
業
者
に
送
付
し
、
当
セ

ン
タ
ー
か
ら
業
者
に
、
勧
誘
時
の
言
動
の
問
題
点
な

ど
を
指
摘
し
て
解
約
の
交
渉
を
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
業
者
は
契
約
解
除
に
は
応
じ
る
が
、
印
鑑
が
す

で
に
出
来
上
が
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
契
約
金

額
の
３
割
の
解
約
料
を
支
払
う
よ
う
提
示
し
て
き
ま

し
た
。
相
談
者
は
了
解
し
、
返
金
を
確
認
し
て
終
了

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
開
運
商
法
と
は
、「
印
相
が
悪
い
の

で
、
こ
の
ま
ま
で
は
大
変
な
こ
と
に
な
る
。
印
鑑
を

新
し
く
す
れ
ば
、
家
族
が
幸
せ
に
な
れ
る
」
な
ど
と

言
っ
て
、
高
額
な
印
鑑
を
売
り
つ
け
た
り
す
る
悪
質

な
商
法
で
す
。

　

業
者
は
悩
み
や
不
安
を
持
っ
て
い
る
人
の
心
の
弱

み
に
つ
け
込
み
、
言
葉
巧
み
に
勧
誘
し
、
高
額
な
商

品
を
売
り
つ
け
ま
す
。
優
し
い
言
葉
に
惑
わ
さ
れ
な

い
よ
う
に
注
意
し
、
慌
て
て
契
約
せ
ず
に
、
冷
静
に

考
え
て
か
ら
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

　

契
約
し
て
し
ま
っ
て
も
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期

間
内
で
あ
れ
ば
無
条
件
で
契
約
解
除
が
で
き
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
を
過
ぎ
て
い
て
も
特
定
商

取
引
法
で
は
、
訪
問
販
売
で
業
者
に
虚
偽
の
説
明
を

し
た
り
、
人
を
困
惑
さ
せ
て
契
約
さ
せ
た
り
す
る
な

ど
の
違
法
な
行
為
が
あ
れ
ば
、
解
約
で
き
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。

　

不
安
な
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

早
め
に
お
近
く
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

埼
玉
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部
☎
０
４

　

８―

７
３
４―

０
９
９
９
ま
た
は
生
活
課
（
内
線

　

２
５
２
）
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相　　談 場　　所 日　　　　程 時　　　間 問い合わせ

法律（予約制）

市役所

  11月27日㈫   午前9時〜午後3時

生活課

（内線252）

行政   11月19日㈪、12月3日㈪　   午後1時30分〜3時30分

結婚   12月7日㈮・14日㈮   午前9時30分〜11時30分

消費生活
  11月15日㈭・19日㈪・22日㈭・26日㈪
  ・29日㈭、12月3日㈪・6日㈭・10日㈪  
  ・13日㈭

  午前9時30分〜午後3時30分

夫婦関係・DVなど
（予約制） 男女共同参画推進センター   11月16日㈮・23日㈮・30日㈮

  12月7日㈮・14日㈮   午後1時〜4時 男女共同参画推進センター
VIVAぎょうだ☎556-9301

内職 市役所   11月16日㈮・20日㈫・27日㈫・30日㈮
  12月4日㈫・7日㈮・11日㈫・14日㈮   午前10時〜午後4時 商工観光課

（内線383）

人権 忍・行田公民館   12月12日㈬   午前10時〜午後3時 人権推進課（内線221）

税務 中央公民館
（教育文化センター「みらい」内）   11月20日㈫   午後1時30分〜3時30分 関東信越税理士会行田支部

☎554ー1411

水道料金の休日納付
水道庁舎（前谷）

  12月2日㈰   午前8時30分〜正午
水道課

☎553ー0131水道料金の夜間納付   11月20日㈫・26日㈪・27日㈫　
  12月4日㈫・11日㈫   午後5時15分〜7時

各 種 相 談 （11月15日〜12月15日）

　

人
の
心
の
弱
み
に
つ
け
込
ん
で
、
高
額
商
品
を
押
し
売
り  

　

人
の
不
安
や
不
幸
に
つ
け
込
み
、
災
い
を
除
い
て
運
を
招
く
と
偽
っ
て
高
額
な
商
品
を
売
り
つ
け
る
悪

質
な
商
法
（
開
運
商
法
）
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
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（
行
田
市
）
」
に
あ
て
、
郷
土
の
先
人
ら
の
読
ん

だ
４
首
の
歌
を
中
心
に
鑑
賞
し
ま
す
。

▼
日
時 

【
第
１
回
】
11
月
25
日
㈰ 

【
第
２
回
】

12
月
９
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
場
所　

図
書
館　

▼
演
題　

万
葉
の
さ
き
た
ま
を
読
む　

▼
講
師　

藤
倉
明
さ
ん
（
詩
人
・
万
葉
熱
会
主
宰
）

▼
定
員　

80
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
無
料　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
日
時　

11
月
24
日
㈯ 

午
前
11
時
～
正
午

▼
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象　

幼
児　

▼
内
容　

絵
本
や
手
遊
び
な
ど

▼
主
催　

お
は
な
し
タ
ン
バ
リ
ン

▼
日
時　

12
月
1
日
㈯ 

午
後
２
時
～
３
時

▼
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象　

幼
児
・
小
学
生

▼
内
容　

絵
本
や
紙
芝
居
な
ど

▼
主
催　

お
は
な
し
の
会

▼
日
時　

11
月
21
日
㈬
午
前
10
時
30
分
～
11
時

▼
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象　

２
、
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者

▼
内
容　

お
は
な
し
、
絵
本
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

な
ど

▼
日
時　

11
月
17
日
㈯ 

午
後
２
時
～

▼
場
所　

映
像
ホ
ー
ル

▼
題
名　

み
ん
な
い
ち
ば
ん
！
、
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
、

フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬
、
ピ
ノ
キ
オ
（
計
41
分
）

▼
対
象　

幼
児
・
小
学
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者

▼
定
員　

先
着
80
人　

▼
入
場
無
料

　

絵
本
『
な
ー
ん
だ
な
ん
だ
』
『
ぴ
ょ
ー
ん
』
と

ア
ド
バ
イ
ス
集
な
ど
を
配
布
し
ま
す
。

▼
日
時　

11
月
13
日
㈫
、
12
月
7
日
㈮
午
後
１
時

受
付
開
始
（
４
カ
月
児
健
診
に
合
わ
せ
て
実
施
）

▼
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

４
カ
月
児
と
保
護
者

▼
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

　

11
月
19
日
㈪
・
26
日
㈪
・
30
日
㈮
、
12
月
3
日

㈪
・
10
日
㈪

　

休
館
中
の
図
書
の
返
却
は
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
Ｃ
Ｄ
や
ビ
デ
オ
は
、
破

損
防
止
の
た
め
、
開
館
時
間
内
に
直
接
カ
ウ
ン
タ

ー
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

開館時間　午前９時３０分〜午後７時

お 

は 

な 

し 

会

子 

ど 

も 

映 

画 

会

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

休  

館  

日

　

私
に
は
夢
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
人
の
心

が
感
動
で
満
ち
あ
ふ
れ
、
勇
気
や
元
気
を
与
え

ら
れ
る
ダ
ン
ス
を
踊
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で

す
。
今
ま
で
の
私
は
、
自
分
の
正
直
な
気
持
ち

を
大
切
に
せ
ず
、
周
り
か
ら
言
わ
れ
た
道
を
進

ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
の
友
達
で
自
分

の
気
持
ち
に
正
直
で
好
き
な
こ
と
に
ま
っ
す
ぐ

取
り
組
み
、
そ
の
思
い
を
実
現
さ
せ
て
い
る
人

が
い
ま
す
。
そ
の
姿
を
見
て
、
私
の
心
は
感
動

で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
自
分
の
夢
が
あ
っ
て
も
具
体
的
に
ど

う
行
動
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
本
に
出
会
っ
て
、
自

分
の
夢
の
設
定
か
ら
、
具
体
的
に
ど
う
い
う
行

動
を
と
れ
ば
い
い
の
か
が
分
か
り
、
自
分
の
意

識
の
持
ち
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

将
来
の
自
分
が
こ
う
あ
り
た
い
と
思
う
方
、

ぜ
ひ
読
ん
で
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
夢
に
向
か
っ

て
…
。

私
の
推
せ
ん
す
る
一
冊

『
Ｎ
ｏ
．１
理
論
』　

 

西
田　

文
郎
著

小
池　

芳
美
さ
ん
（
佐
間
）

新
着
図
書

一
般
書

・
図
説
日
本
の
近
代
化
遺
産
（
北
河
大
次
郎
）

・
夜
叉
桜
（
あ
さ
の
あ
つ
こ
）

・
十
七
歳
（
岩
井
志
麻
子
）

・
こ
の
指
と
ま
れ
（
小
川
勝
己
）

・
さ
や
か
の
季
節
（
藤
野
千
夜
）

・
復
活
の
条
件
（
森
村
誠
一
）

・
白
の
協
奏
曲
（
山
田
正
紀
）

・
ア
イ
ロ
ン
と
朝
の
詩
人
（
堀
江
敏
幸
）

児
童
書　

・
虫
の
く
る
宿
（
森
上
信
夫
）

・
ジ
ュ
リ
ー
の
秘
密
（
コ
ー
ラ
・
テ
イ
ラ
ー
）

・
か
さ
ぶ
た
っ
て
ど
ん
な
ぶ
た
（
ス
ズ
キ
コ
ー
ジ
）

・
ね
ぇ
あ
そ
ぼ
（
ま
し
ま
せ
つ
こ
）

・
ば
す
く
ん
の
お
む
か
え
（
な
か
や
み
わ
）

・
ゆ
う
び
ん
や
さ
ん
お
ね
が
い
ね
（
バ
レ
リ
ー
・

　

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
）

・
お
ひ
さ
ま
い
ろ
の
き
も
の
（
広
野
多
珂
子
）

▼
日
時　

11
月
20
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
場
所　

映
像
ホ
ー
ル　

▼
定
員　

80
人
（
事
前
申
し
込
み
・
先
着
順
）　

▼
協
力　

行
田
朗
読
の
会　

▼
参
加
無
料　

▼
申
し
込
み　

図
書
館
☎
５
５
６―

４
２
２
７

　

日
本
最
古
の
歌
集
で
あ
る
万
葉
集
の
全
体
像
を

概
観
し
な
が
ら
、
焦
点
を
古
代
の
「
さ
き
た
ま

移
動
図
書
館
巡
回
日
程

11
月
22
日
（木）

泉
　

小

12
月
13
日
（木）

11
月
16
日
（金）

12
月
14
日
（金）

太
田
東
小

11
月
29
日
（木）

荒
木
小

11
月
27
日
（火）

星
宮
小

12
月
11
日
（火）

北
河
原
小

南
河
原
小

11
月
28
日
（水）

埼
玉
小

12
月
4
日
（火）

北
　

小

12
月
6
日
（木）

桜
ヶ
丘
小

12
月
5
日
（水）

太
田
西
小

12
月
7
日
（金）

11
月
20
日
（火）

須
加
小

※変更する場合があります

大
人
の
た
め
の
朗
読
会

歴
史
と
文
学
講
座

　

  

小
さ
い
子
の
た
め
の

　
　
　
　

  

「
お
は
な
し
の
時
間
」
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現
在
、
郷
土
博
物
館
で
は
「
開
館
20
周
年
記

念
第
21
回
企
画
展
・
忍
城
主
成
田
氏
」
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
15
世
紀
後
半
に
忍
城
主
と
な

り
動
乱
の
戦
国
時
代
を
生
き
抜
い
た
成
田
氏
の

歴
史
を
、
「
成
田
氏
長
書
状
」
や
「
豊
臣
秀
吉

朱
印
状
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
で
探
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

初
日
の
10
月
13
日
に
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
、
参
加
者
ら
は
学
芸
員
に
よ
る
展
示

資
料
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
理
解
を

深
め
て
い
る
様
子
で
し
た
。
な
お
、
こ
の
企
画

展
は
11
月
25
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

10
月
６
日
、
行
田
の
ま
ち
を
ゴ
シ
ゴ
シ
委
員

会
が
中
心
と
な
り
、
「
行
田
の
ま
ち
を
ご
し
ご

し　

み
ん
な
で
ク
リ
ー
ン
な
ま
ち
づ
く
り
」
と

し
て
水
城
公
園
の
清
掃
や
道
路
の
電
柱
な
ど
に

貼
ら
れ
た
は
り
紙
の
除
去
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
清
掃
作
業
で
は
、
今
年
度
か
ら
始
ま

っ
た
違
反
簡
易
広
告
物
除
却
推
進
員
制
度
で
、

推
進
員
に
委
嘱
さ
れ
た
各
種
団
体
が
初
め
て
活

動
し
ま
し
た
。
景
観
を
損
ね
る
だ
け
で
は
な
く
、

青
少
年
の
育
成
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が

あ
る
違
反
広
告
を
取
り
除
き
、
ク
リ
ー
ン
な
行

田
に
し
よ
う
と
、
参
加
者
ら
は
約
２
時
間
か
け
、

清
掃
活
動
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。

写
真
館

写
真
館

成
田
氏
の
歴
史
を
探
る
企
画
展

　

 

違
反
広
告
を
落
と
し
て

　
　
　
　

  

ク
リ
ー
ン
な
行
田
に

　

市
内
15
地
区
を
対
象
に
９
カ
所
で
「
あ
な
た

が
市
長
だ
っ
た
ら
」
と
い
う
視
点
か
ら
意
見
や

提
言
を
寄
せ
て
い
た
だ
く
、
「
市
長
と
語
る
対

話
集
会
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

10
月
３
日
、
星
河
地
区
を
対
象
に
星
河
公
民

館
で
１
回
目
が
開
か
れ
、
自
治
会
長
を
は
じ
め

各
種
団
体
長
や
公
募
の
市
民
の
皆
さ
ん
と
工
藤

市
長
と
の
自
由
闊か

っ
た
つ達

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

市
長
と
語
る
対
話
集
会
が
ス
タ
ー
ト

　

10
月
20
日
、
足
袋
蔵
め
ぐ
り
２
０
０
７
が
行

わ
れ
、
多
く
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
「
近
代
化
遺
産
の
日
」
に
開
催
さ
れ
た

も
の
で
、
足
袋
産
業
最
盛
期
の
面
影
を
今
に
伝

え
る
足
袋
蔵
な
ど
、
市
内
に
残
る
近
代
化
遺
産

を
歩
い
て
め
ぐ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
足
袋
産
業
の
歴
史
や
見
学
場
所

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
書
か
れ
た
資
料
を
片
手
に

「
久
積
蔵
」
「
古こ

あ蛙
庵
」
「
足
袋
と
く
ら
し
の

博
物
館
」
「
旧
荒
井
八
郎
商
店
」
な
ど
を
見
学
。

身
近
に
あ
る
近
代
化
遺
産
を
改
め
て
知
る
良
い

機
会
と
な
っ
た
様
子
で
し
た
。

行
田
の
近
代
化
遺
産
を
め
ぐ
る
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10
月
15
日
、
消
防
署
訓
練
場
で
第
21
回
行
田

市
事
業
所
対
抗
屋
内
消
火
栓
操
法
大
会
が
開
催

さ
れ
、
市
内
の
事
業
所
か
ら
19
チ
ー
ム
が
出
場

し
ま
し
た
。

　

各
チ
ー
ム
が
火
災
発
生
時
に
お
け
る
屋
内
消

火
栓
を
使
っ
た
初
期
消
火
の
技
術
を
競
い
合
い

ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

岩
崎
電
気
㈱
埼
玉
製
作
所

準
優
勝　

明
和
グ
ラ
ビ
ア
㈱
行
田
工
場
Ａ

第
３
位　
医
療
法
人
社
団
清
幸
会 

行
田
中
央
総
合
病
院

　

同　
　

ニ
ッ
コ
ー
㈱
住
設
環
境
機
器
事
業
部

　

同　
　

明
和
グ
ラ
ビ
ア
㈱
行
田
工
場
Ｂ

　

９
月
24
日
、
須
加
の
松
雲
山
長
光
寺
で
、
奇

北
忌
俳
句
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

北
埼
玉
俳
人
の
草
分
け
的
存
在
と
し
て
知
ら
れ

る
川
島
奇
北
翁
の
業
績
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、

俳
句
愛
好
者
の
交
流
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、
今
年
で
９
回
目
。

　

当
日
は
約
80
人
が
参
加
し
、
真
剣
な
ま
な
ざ

し
で
感
性
を
研
ぎ
澄
ま
せ
、
思
い
思
い
の
言
葉

を
俳
句
に
つ
づ
っ
て
い
ま
し
た
。
最
優
秀
作
品

の
句
碑
顕
彰
に
選
ば
れ
た
俳
句
は
、
記
念
石
碑

と
し
て
同
寺
に
飾
ら
れ
ま
す
。

　

10
月
14
日
、
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
で
行
田
市

少
年
剣
道
部
創
立
35
周
年
記
念
大
会
が
開
催
さ

れ
、
９
団
体
約
１
１
０
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

小
・
中
学
生
の
個
人
戦
と
小
学
生
の
団
体
戦

が
そ
れ
ぞ
れ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
わ
れ
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
日
ご
ろ
の
厳

し
い
練
習
を
こ
な
し
「
心
・
技
・
体
」
を
磨
い

て
き
た
少
年
少
女
剣
士
た
ち
。
気
合
い
の
入
っ

た
真
剣
な
表
情
で
試
合
に
臨
み
、
狙
い
す
ま
し

た
鮮
や
か
な
技
が
決
ま
る
と
、
観
客
か
ら
は
大

き
な
拍
手
と
歓
声
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

９
月
か
ら
10
月
は
体
育
祭
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

秋
晴
れ
と
な
っ
た
10
月
７
日
、
荒
木
地
区
で
は

第
29
回
荒
木
地
区
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
回
旋
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
」
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

運
び
リ
レ
ー
」
「
綱
引
き
」
な
ど
、
21
種
目
で

白
熱
し
た
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
抜
き
つ
抜

か
れ
つ
の
デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト
に
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
加

わ
り
、
会
場
内
は
大
盛
り
上
が
り
。
各
自
治
会

と
も
全
力
を
尽
く
し
、
優
勝
目
指
し
て
大
奮
闘

し
ま
し
た
。

初
期
消
火
技
術
の
競
い
合
い

優
勝
目
指
し
て
大
奮
闘

真
剣
な
表
情
の
少
年
少
女
剣
士
た
ち

　

川
島
奇
北
を
顕
彰
し

　
　
　
　
　
　

研
ぎ
澄
ま
せ
る
感
性



　

さ
ま
ざ
ま
な
健

康
体
操
が
存
在
し

て
い
る
現
在
、
多

く
の
人
が
自
分
に

合
っ
た
体
操
や
運

動
を
見
つ
け
、
健

康
増
進
の
ひ
と
つ

と
し
て
日
常
生
活

に
取
り
込
ん
で
い

ま
す
。
大
正
時
代

に
考
え
出
さ
れ
た

自
彊
術
は
、
日
本

で
最
初
の
健
康
体
操
で
す
。

　

今
回
紹
介
す
る
自
彊
術
ク
ラ
ブ
は
、
第

２
・
４
水
曜
日
の
午
後
６
時
40
分
～
８
時
10
分

に
忍
・
行
田
公
民
館
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

自
彊
（
＝
自
強
）
と
は
「
自
ら
努
め
、
励
む

こ
と
」
と
い
う
意
味
を
持
ち
ま
す
。
自
分
自
身

で
心
身
を
健
康
な
状
態
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
体
操
で
あ
る
自
彊
術
。
東
洋
医
学
の

「
気
」
と
い
う
概
念
を
も
と
に
し
て
考
案
さ
れ

て
い
る
の
で
、
掛
け
声
に
合
わ
せ
て

体
を
動
か
し
、
自
然
と
理
想
的
な
呼

吸
法
が
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
「
足
を
一
歩
半
踏
み
出
し
て
腰

を
ひ
ね
り
、
上
体
を
反
ら
す
」
「
両

足
を
そ
ろ
え
て
直
立
し
、
跳
び
上
が

る
」
な
ど
31
の
動
作
を
休
む
こ
と
な

く
連
続
し
て
行
う
こ
と
に
よ
り
、
体

操
を
始
め
て
程
な
く
頭
か
ら
つ
ま
先

ま
で
の
筋
肉
や
関
節
が
ほ
ぐ
れ
、
血

26

の
め
ぐ
り
が
良
く
な
り
ま
す
。
「
膝ひ

ざ

や
腰
の
痛

み
が
治
ま
り
、
姿
勢
が
良
く
な
り
ま
し
た
」
と

メ
ン
バ
ー
が
話
す
よ
う
に
、
治
療
術
と
い
う
要

素
も
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
同
ク
ラ
ブ

で
は
自
彊
術
の
他
に
、
真ま

っ
こ
う向

法
と
呼
ば
れ
る
柔

軟
体
操
や
健
康
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
な
ど
も

行
っ
て
お
り
、
ま
さ
に
健
康
の
た
め
に
励
む
と

い
う
「
自
彊
」
を
実
践
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

体
に
も
心
に
も
好
影
響
を
も
た
ら
す
自
彊
術

は
、
続
け
れ
ば
続
け
る
ほ
ど
良
い
効
果
が
現
れ

て
、
そ
の
魅
力
を
実
感
で
き
る
そ
う
で
す
。
器

具
を
使
わ
ず
手
軽
に
、
自
宅
で
も
無
理
な
く
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
さ
ら
な
る
健
康
増

進
を
図
り
た
い
方
は
も
ち
ろ
ん
、
少
し
健
康
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
方
も
、
一
度
試
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
同
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
笑
顔
で
お
迎

え
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

珎
道
好
夫
☎
５
５
４―

９
４
１
５

　このコーナーに登場していただけ
る方・団体・作品を募集しています。
行田市本丸２−５・行田市役所広報広
聴課広報広聴担当（内線３１８）まで。 

広
場〜日本で最初の健康体操〜

自
じ

彊
きょう

術クラブ

矢
場　
　

安
田　

幸
江

糸へ
ち
ま
き

瓜
忌
や
書
棚
の
奥
の
旅
日
記

行
田　
　

門
井　

美
豫

奇
北
忌
や
老
い
の
気
負
ひ
の
つ
か
つ
か
と

佐
間　
　

根
岸　

克
美

す
ぐ
売
れ
る
割
引
惣そ

う
ざ
い菜

星
月
夜

佐
間　
　

藤
田　

久
仁

野
仏
の
顔
の
ぞ
き
こ
む
赤
と
ん
ぼ

荒
木　
　

峰
川　

君
江

秋
の
田
を
見
つ
め
離り

の
う農

も
迷
い
け
り

荒
木　
　

梁
川
も
と
子

秋
の
田
を
大
波
小
波
風
わ
た
る

須
加　
　

福
島　

伸
悦

奇
北
忌
や
五
欲
を
放ほ

う
げ下

経
を
読
む

北
河
原　

 

須
藤　

貞
子

手て

う植
え
せ
し
コ
ス
モ
ス
花
を
付
け
に
け
り

下
忍　
　

関
口
八
重
子

屋
号
の
み
残
る
屋
敷
に
猫
じ
ゃ
ら
し

持
田　
　

岡
本
千
寿
子

騒
音
の
都
会
の
中
の
鰯

い
わ
し

雲ぐ
も

壱
里
山
町  

斎
藤　

健
作

辻
地
蔵
野の

わ
き分

を
知
ら
す
雨う

て
き滴

か
な

私
の
作
品

俳
句
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今
月
は
、
71
歳
に
し
て
毎
月
マ
ラ
ソ
ン
大
会

に
出
場
し
汗
を
流
し
て
い
る
下
須
戸
の
松
本
潔

さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

自
営
業
で
日
々
忙
し
く
仕
事
に
追
わ
れ
て
い

た
松
本
さ
ん
は
、
自
ら
の
健
康
の
た
め
に
38
歳

で
マ
ラ
ソ
ン
を
始
め
た
そ
う
で
す
。
「
病
気
に

な
っ
て
仕
事
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら

と
、
将
来
に
不
安
を
感
じ
て
い
た
私
は
、
仕
事

の
取
り
引
き
先
の
人
か
ら
健
康
維
持
と
し
て
自

由
な
時
間
に
簡
単
に
で
き
る
マ
ラ
ソ
ン
を
勧
め

ら
れ
ま
し
た
。
以
来
、
自
宅
の
周
り
約
２
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
朝
５
時
に
ス
タ
ー
ト
し
、
雨
の
日

も
、
雪
の
日
も
欠
か
す
こ
と
な
く
毎
日
走
っ
て

い
ま
す
。
旅
行
へ
行
く
場
合
で
も
必
ず
シ
ュ
ー

ズ
を
持
っ
て
い
き
、
同
じ
時
間
に
同
じ
距
離
を

走
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
よ
う
に
、

仕
事
第
一
の
考
え
の
も
と
、
体
力
づ
く
り
と
し

て
の
マ
ラ
ソ
ン
が
日
課
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

早
朝
の
マ
ラ
ソ
ン
を
続
け
て
い
た
松
本
さ
ん

は
、
あ
る
と
き
仕
事
仲
間
か
ら
、
マ
ラ
ソ
ン
大

会
に
出
て
み
な
い
か
と
誘
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

「
初
め
て
出
場
し
た
の
は
61
歳
の
と
き
、
群
馬

県
水
上
町
で
開
催
さ
れ
て
い
る
藤
原
湖
一
周
マ

ラ
ソ
ン
大
会
で
し
た
。
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
き
つ

い
13
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
で
し
た
が
、
余

力
を
残
し
て
完
走
で
き
た
こ
と

に
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
日
帰
り

で
参
加
で
き
る
各
地
の
マ
ラ
ソ

ン
大
会
に
毎
月
エ
ン
ト
リ
ー
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
記
録

よ
り
も
完
走
す
る
こ
と
が
目
標

な
の
で
大
会
に
出
る
こ
と
が
楽

し
み
の
一
つ
で
あ
り
、
月
２
～

３
回
出
場
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
体
の
中
の

い
ら
な
い
物
を
す
べ
て
出
し
き
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
走
り
き
っ
た
後
は
体
が
軽
く
、
と
て

も
気
持
ち
が
い
い
で
す
よ
」
と
の
言
葉
ど
お
り
、

走
る
喜
び
と
完
走
し
た
と
き
の
爽
快
さ
を
味

わ
え
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
毎
月
出
場
し
続
け
て
、

今
年
10
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
後
、
東
京
マ
ラ
ソ
ン
や
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に

挑
戦
し
た
い
と
話
す
松
本
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら

も
体
力
の
続
く
限
り
走
り
続
け
た
い
と
熱
き
胸

の
内
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

体
力
づ
く
り
か
ら
始
ま
っ
た
マ
ラ
ソ
ン
人
生

松
本　

潔 

さ
ん
（
下
須
戸
・
71
歳
）

中
里　
　

鯨　

美
智
子

わ
が
庭
に
ル
ビ
ー
が
光
る
ざ
く
ろ
の
実

谷
郷　
　

鴇と
き
ざ
き崎　

信
行

畔
道
を
ベ
ッ
ト
の
如
く
捨
て
案か

か

し
山
子

（
木
島　

斗
川　

監
修
）

はじめまして
今月は、平成 19年 1月生まれの子を募集します。
申し込みは広報広聴課広報広聴担当（内線 318）
　　　　締め切りは 11月 30 日㈮です。
抽選会は12月4日㈫の午後1時30分市役所203会議室

村
田　

陵り
ょ
う
ま真

ち
ゃ
ん（
持
田
）

直
幸
・
典
子
さ
ん
の
長
男

平
成
18
年
11
月
17
日
生
ま
れ

「
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ね
！
」

江
守　

航わ
た
るち

ゃ
ん
（
持
田
）

毅
・
明
子
さ
ん
の
長
男

平
成
18
年
11
月
26
日
生
ま
れ

「“
誠
実
・
や
さ
し
さ
”
父
の
様
に
。」

山
口　

航こ
う
き輝

ち
ゃ
ん（
谷
郷
）

謙
一
・
園
子
さ
ん
の
二
男

平
成
18
年
11
月
11
日
生
ま
れ

「
我
が
家
の
ス
マ
イ
ル
王
子
♡
」

土
谷  

萌も

か香
ち
ゃ
ん（
白
川
戸
）

正
男
・
雅
代
さ
ん
の
長
女

平
成
18
年
11
月
９
日
生
ま
れ

「
萌
香
の
笑
顔
は
元
気
100
倍
」

船
橋　

結ゆ

あ愛
ち
ゃ
ん（
佐
間
）

岬
樹
・
茜
さ
ん
の
長
女

平
成
18
年
11
月
６
日
生
ま
れ

「
結
愛
が
結
ぶ
家
族
愛
♡
」 『花かご』（押し花）

加藤　公代（谷郷）



▼
日
時　

12
月
23
日
㈰
午
後
２
時

開
演　

▼
場
所　

教
育
文
化
セ

ン
タ
ー
「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル 

▼
演
奏　

Ｍ
．
Ｍ
．
カ
ノ
ン　

▼
入

場
無
料
（
全
席
自
由
）
※
た
だ
し
入

場
整
理
券
が
必
要
で
す　

▼
配
布
整

理
券　

５
０
０
枚　

▼
配
布
場
所 

中
央
公
民
館
お
よ
び
各
地
域
公
民
館 

▼
配
布
開
始　

11
月
13
日
㈫
午
前
８

時
30
分
～
（
先
着
順
）　

▼
問
い
合

わ
せ　

中
央
公
民
館
☎
５
５
６―

２
６
４
９

　

行
田
市
郷
土
博
物
館
友
の
会
で

は
、
来
年
１
月
に
「
市
民
の
お
宝
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
展
」
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
ご
自
宅
な
ど
に
眠
っ
て

い
る
お
宝
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ

ご
出
品
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間　

12
月
１
日
㈯
ま
で 

▼
資
料
の
範
囲　

歴
史
・
美
術
・
生

活
文
化
に
関
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
何

で
も
可
。
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ　

同
会
事
務
局
（
郷
土
博
物
館
）

☎
５
５
４―

５
９
１
１

▼
委
嘱
期
間　

平
成
20
年
２
月
１
日

～
平
成
22
年
１
月
31
日　

▼
勤
務
内

容　

小
学
校
通
学
路
で
の
立
哨
、
交

通
安
全
教
室
の
指
導
な
ど　

▼
対
象 

20
歳
か
ら
65
歳
未
満
の
方
（
平
成
20

年
２
月
１
日
現
在
）　

▼
募
集
人
数 

若
干
名　

▼
報
酬　

月
額
２
万
７
千

円　

▼
そ
の
他　

制
服
・
装
備
品
な

ど
す
べ
て
給
付
、
貸
与
し
ま
す
。
▼

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

防
災
安

全
課
交
通
担
当 (

内
線
２
８
４)

▼
日
時　

11
月
18
日
㈰
午
前
８
時
30

分
～
正
午
ご
ろ　

▼
集
合
場
所　

水

城
公
園
市
民
広
場　

▼
コ
ー
ス　

水

城
公
園―

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
「
み

ら
い
」―

さ
き
た
ま
古
墳
公
園―

前

玉
神
社―

鉄
砲
山
古
墳―

「
み
ら
い
」

―

水
城
公
園
〔
総
距
離
７
・
５
km
〕 

▼
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方（
小

学
生
以
上
）
※
小
学
生
は
保
護
者
ま

た
は
成
人
同
伴
の
こ
と　

▼
参
加
費 

１
０
０
円
（
保
険
料
な
ど
）　

▼
主

催　

行
田
市
体
育
指
導
委
員
協
議
会 

▼
申
し
込
み　

10
月
29
日
㈪
～
11
月

９
日
㈮
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

に
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）
ま
た
は
中
央
公

民
館
、
各
地
域
公
民
館
（
月
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）
で
受
け
付
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
産
業
文
化
会
館
３
階
）
☎
５
５
６

―

８
３
３
６

▼
日
時　

11
月
17
日
㈯
午
後
２
時
30

分
～
４
時
30
分　

▼
場
所　

忠
次
郎

蔵
（
蓮
華
寺
通
り
） 

▼
定
員　

18
人 

▼
参
加
費　

１
千
円　

▼
講
師　

藤

間
良
夫
さ
ん　

▼
用
意
す
る
物　

エ

プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル　

▼
主

催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぎ
ょ
う
だ
足
袋
蔵

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

▼
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ　

忠
次
郎
蔵
☎
５
５
２―

１
０
１
０
（
火
～
土
曜
日
の
午
後
１

時
～
３
時
）

▼
日
時　

12
月
２
日
㈰
【
１
回
目
】

午
前
10
時
30
分
～
午
後
０
時
20
分
、

【
２
回
目
】
午
後
１
時
30
分
～
３
時

20
分　

▼
場
所　

教
育
文
化
セ
ン
タ

ー
「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル　

▼
題

名　
「
大
ち
ゃ
ん
、
だ
い
す
き
」　

▼

入
場
料　

４
歳
以
上
前
売
り
８
０
０

円
（
当
日
９
０
０
円
） 

▼
主
催　

行

田
親
と
子
の
よ
い
映
画
を
見
る
会　

▼
後
援　

行
田
市
教
育
委
員
会
、
埼

玉
県　

▼
問
い
合
わ
せ　

北
埼
教
育

会
館
☎
５
５
３―

０
７
４
４

▼
日
時　

12
月
４
日
㈫
午
前
10
時
～

11
時
30
分（
受
付
午
前
９
時
30
分
～
） 

▼
場
所　

総
合
福
祉
会
館
「
や
す

ら
ぎ
の
里
」　

▼
対
象　

市
内
在
住

の
乳
幼
児
を
持
つ
父
母　

▼
会
費 

１
０
０
円　

▼
内
容　

子
育
て
中

の
親
同
士
で
語
ら
う
（
託
児
つ
き
） 

▼
定
員　

30
人　

▼
主
催　

行
田
市

民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会　

▼
後

援　

行
田
市
、
行
田
市
社
会
福
祉
協

議
会　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

11
月
５
日
㈪
か
ら
行
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
へ
☎
５
５
７―

５
４
０
０

28

広告

「
市
民
の
お
宝
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」

　
　
　
　
　
　
　

お
宝
募
集

み
ら
い
か
ら
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

「
ク
リ
ス
マ
ス
☆
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

  

交
通
指
導
員

 

手
打
ち
そ
ば
教
室

　
　

 　
（
初
級
コ
ー
ス
）

親
と
子
の
よ
い
映
画
を
見
る
会

　
　
　

第
61
回
上
映
会

第
４
回
ふ
れ
あ
い

　
　

 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参
加
者

～
み
ら
い
の
世
界
遺
産
コ
ー
ス
～

子
育
て
談
話
室

　
　
　
　

た
ん
ぽ
ぽ

＊広告掲載の問い合わせは、（有）三共社印刷所へ　☎５５６ー６２０１㈹



■2007.11.1  ■行田市役所／TEL556-1111

▼
日
時　

12
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時　

▼

場
所　

ほ
く
さ
い
農
協
行
田
中
央

支
店　

▼
催
し
物　

餅
つ
き
大
会
、

地
元
生
産
者
に
よ
る
農
産
物
の
販

売
、
農
産
物
品
評
会
（
８
日
の
み
） 

▼
問
い
合
わ
せ　

ほ
く
さ
い
農
協
行

田
中
央
支
店
☎
５
５
６―

１
１
７
１

▼
日
時　

11
月
25
日
㈰
午
後
２
時

開
演　

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館

ホ
ー
ル　

▼
指
揮　

浅
井
一
郎
さ
ん 

▼
曲
目　

混
声
合
唱
組
曲
「
水
の
い

の
ち
」、
荒
城
の
月
、
浜
辺
の
歌
、

箱
根
八
里
の
ほ
か
、
雅
楽
の
演
奏
も

行
い
ま
す　

▼
入
場
無
料　

▼
後
援 

行
田
市
、
行
田
市
教
育
委
員
会
、
埼

玉
県
合
唱
連
盟
、
行
田
市
合
唱
連
盟 

▼
問
い
合
わ
せ　

長
谷
見
宅
☎

５
５
７―

２
６
４
７
ま
た
は
羽
鳥
宅

☎
５
５
４―

２
８
６
１

▼
日
時　

12
月
16
日
㈰
午
後
２
時
開

演　

▼
場
所　

羽
生
市
産
業
文
化

ホ
ー
ル　

▼
曲
目　

ピ
ア
ノ
協
奏
曲

第
３
番
ハ
短
調
、
交
響
曲
第
９
番
ニ

短
調
「
合
唱
付
き
」　

▼
指
揮　

増

田
和
典
さ
ん　

▼
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ 

東
京
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
管
弦
楽
団　

▼
料
金　
【
前
売

り
】
一
般
２
千
５
０
０
円
、
高
校
生

以
下
１
千
円 

【
当
日
】
３
千
円 

▼

問
い
合
わ
せ　

細
村
宅
☎
５
５
６―

３
４
６
３
ま
た
は
井
上
宅
☎
５
６
１

―

５
１
３
２

▼
日
時　

平
成
20
年
２
月
24
日
㈰
午

後
２
時
開
演　

▼
場
所　

両
国
国

技
館
（
東
京
都
墨
田
区
）　

▼
出
演 

佐
藤
し
の
ぶ
さ
ん
（
独
唱
・
ソ
プ
ラ

ノ
）、
錦
織
健
さ
ん
（
テ
ノ
ー
ル
）

ほ
か　

▼
管
弦
楽　

新
日
本
フ
ィ
ル

ほ
か　

▼
参
加
費　

６
千
５
０
０
円 

▼
主
催　

国
技
館
す
み
だ
第
九
を
歌

う
会
、
墨
田
区
ほ
か　

▼
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ　

11
月
30
日
㈮
ま

で
に
行
田
市
合
唱
連
盟
中
野
宅
☎

５
５
６
ー
５
４
０
９

▼
日
時　

11
月
22
日
㈭
～
25
日
㈰
午

前
９
時
～
午
後
５
時
（
最
終
日
は
午

後
４
時
ま
で
） 

▼
場
所　

羽
生
市
民

プ
ラ
ザ　

▼
種
目　

絵
画
・
彫
刻
・

工
芸
・
書
・
写
真　

▼
出
品
資
格　

県
北
の
各
市
町
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
（
高
校
生
以
上
）
の
方　

▼
出
品

料　

一
点
に
つ
き
３
千
円
（
搬
入
時

に
納
入
）
▼
搬
入　
【
工
芸
・
書
・

写
真
】
11
月
17
日
㈯
【
絵
画
・
彫
刻
】

11
月
18
日
㈰
（
時
間
は
と
も
に
午
前

９
時
～
午
後
４
時
） 

▼
問
い
合
わ
せ 

第
50
回
記
念
県
北
美
術
展
実
行
委
員

会
事
務
局　

羽
生
市
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
☎
５
６
１―

１
１
２
１

（
内
線
３
１
１
）

29

広告

  

第
25
回
農
協
ま
つ
り

フ
ラ
イ
ハ
イ
ト
合
唱
団

　

 

第
５
回
第
九
演
奏
会

  

第
50
回
記
念

　
　
　

 

県
北
美
術
展

第
24
回
国
技
館
５
千
人
の

  

第
九
コ
ン
サ
ー
ト
参
加
者

「 あなたの手　美しい町　作り出そう 」ポイ捨て防止啓発環境標語

行
田
フ
ロ
イ
デ
合
唱
団

　

  

第
３
回
定
期
演
奏
会

▶日時　11月25日(日)午前８時受付　午前８時
30分開会　▶場所　総合公園および周辺周回コー
ス　▶種目および参加資格　【地区体協の部】各地
区体協ならびに該当地域に在住の方（ただし、学生・
生徒は除く）　【一般の部（男・女）】16歳以上（高
校生を除く）の方　【高校の部（男・女）】高校に在
学中の方　【中学の部（男・女）】中学校に在学中の
方　【小学生の部（男・女）】市内在学または、市内
スポーツ団体に所属している小学４年生以上の方　
▶競技方法および距離 【一般男子、高校男子・女子、
中学男子・女子】１人3,090ｍの５区間継走　【一
般男子・女子、地区体協、小学生】１人1,150ｍ
の５区間継走（ただし、小学生の部第１区は1,200
ｍ）▶参加規定　１チームの選手は、正選手５人、
補欠２人　▶参加料　１チーム1,000円(保険料な
ど)※申込時に納入してください　▶主催　行田市
体育協会　▶申し込み　11月９日(金)までに申込
書と参加料を行田グリーンアリーナ窓口へ　▶問い
合わせ　スポーツ振興課☎５５６―８３３６

▶日時　平成20年２月８日（金）～ 11日（月）
午前９時～午後５時（11日は午後４時まで） ▶場
所　総合体育館サブアリーナ　▶応募資格　市内お
よび近隣市町に在住・在勤・在学（高校生以上）の
方　▶種目・作品規格　①絵画　日本画・洋画（油
絵・水彩）・版画※８号以上60号以内　額装（ガラ
ス不可）  ②彫刻　※体積１００ｃｍ×１００ｃｍ×
２００ｃｍ以内、重量１００ｋｇ以内でケースは使
用しない　③書　※１７０ｃｍ×６０ｃｍ以内（縦
横自由）または91ｃｍ×91ｃｍ以内　額装また
は枠張（ガラス不可）　④写真　※単写真　全紙の
み　※組写真　65ｃｍ×95ｃｍ以内（ガラス・
展示できないドライマウント不可）　⑤工芸　※制
限なし（壁面作品・着物などは付属品も持参）　▶
出品料　一点につき一般2,000円・学生1,000円

（ただし、同種目の２点目からは半額） ▶搬入　平成
20年２月３日（日）午前10時～午後２時　▶搬出 
平成20年２月11日（月）午後４時～５時　▶主
催　行田市美術家協会、行田市教育委員会、（財）
行田市産業・文化・スポーツいきいき財団　▶問い
合わせ　行田市美術展実行委員会事務局（産業文化
会館内）☎５５６―６３７１

  第51回“浮き城のまち行田”
駅伝競走大会参加チーム募集

第10回記念公募
行田市美術展作品募集



▼
日
時　

11
月
25
日
㈰　

午
後
１
時

30
分
～
４
時　

▼
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ
大
広
間 

▼
対
象　

小
学
４
年
生
以
上　

▼

定
員　

30
人
（
先
着
順
）　

▼
費
用 

一
点
５
０
０
円
（
材
料
費
） 
▼
用
意

す
る
も
の　

彫
刻
刀
（
貸
し
出
し
あ

り
）・
バ
レ
ン
・
は
け
・
ふ
き
ん
・

新
聞
紙　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ　

11
月
20
日
㈫
ま
で
に
児
童
セ
ン

タ
ー
へ
☎
５
５
６―

５
７
０
６

▼
日
時　

12
月
２
日
㈰
午
前
９
時
20

分
～
10
時
20
分
（
小
雨
決
行
） 

▼
場

所　

星
川
橋
（
リ
ト
ミ
ッ
ク
・
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
の
北
側
）
か
ら
下
流
周
辺 

▼
内
容　

星
川
沿
岸
の
空
き
缶
拾

い
、
渇
水
期
の
清
掃
活
動
、
キ
タ
ミ

ソ
ウ
の
自
生
状
況
調
査
な
ど　

▼
問

い
合
わ
せ　

星
川
の
自
然
と
キ
タ
ミ

ソ
ウ
を
守
る
会
会
長
宅
☎
５
５
７―

２
２
６
４

　

市
内
中
心
商
店
街
の
歩
道
に
遊

ぶ
、
39
体
の
童
銅
人
形
（
平
成
10
年

30

広告

児
童
セ
ン
タ
ー
世
代
間
交
流
事
業

　
   

年
賀
状
の
版
画
教
室

星
川
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

行田市の人口と世帯　　　　 人口８７,７９５人　　男４３,７４５人　　女４４,０５０人　　世帯数３２,０７７世帯
（平成１９年１０月１日現在）　 ９月中の異動　出生４９人　転入等１２９人　死亡４３人　転出等１９１人

講
演
会

   「
童 

銅
人
形
の
魅
力
」

２
月
完
成
）
の
製
作
者
が
、
そ
の
と

き
の
思
い
入
れ
と
、
世
界
に
広
が
る

銅
版
の
魅
力
に
つ
い
て
語
り
ま
す
。

▼
日
時　

11
月
18
日
㈰
午
後
２
時
～ 

▼
場
所　

浮
き
城
あ
き
ん
ど
館
２

階
（
行
田
19―

８
・
パ
シ
オ
ス
隣
） 

▼
講
師　

赤
川
政
由
さ
ん
（
銅
版
造

形
作
家
）　

▼
入
場
無
料　

▼
問
い

合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浮
き
城
の

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
☎
５
５
６―

２
７
６
８

▼
日
時　

11
月
25
日
㈰
午
前
10
時
～

正
午　

▼
場
所　

男
女
共
同
参
画
推

進
セ
ン
タ
ー「
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ
」

２
階
学
習
室　

▼
内
容　

弁
護
士
・

司
法
書
士
・
税
理
士
な
ど
の
専
門
家

が
、
税
金
や
年
金
、
福
祉
問
題
か
ら

日
常
の
ト
ラ
ブ
ル
、
法
律
関
係
の
相

談
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
困
り
ご
と
に
応

じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
主
催　

行
田
民
主
商
工
会　

▼
問

い
合
わ
せ　

同
会
白
根
☎
５
５
９―

３
５
７
３

▼
日
時　

11
月
25
日
㈰
午
後
２
時
開

演　

▼
場
所　

持
田
公
民
館　

▼
内

容　

パ
ン
ト
マ
イ
ム
・
演
劇
・
サ
ー

カ
ス
芸
な
ど
の
ラ
イ
ブ
演
奏
家
と
し

て
の
経
験
を
生
か
し
た
20
種
類
以
上

の
楽
器
を
操
る
一
人
コ
ン
サ
ー
ト 

▼
費
用　

１
千
５
０
０
円　

※
ペ
ア

で
の
参
加
の
場
合
は
２
千
５
０
０
円 

▼
主
催　

行
田
お
や
こ
劇
場　

▼
問

い
合
わ
せ　

同
事
務
局
☎
０
８
０

―

５
５
０
５―

４
５
５
５
、
午
後

６
時
以
降
は
鹿
内
宅
☎
５
５
５―

０
７
６
４

▼
日
時　

12
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰
午

前
９
時
～
午
後
５
時
（
２
日
は
午
後

４
時
ま
で
）　

▼
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ　

▼
入
場

無
料　

▼
問
い
合
わ
せ　

同
ク
ラ
ブ

佐
藤
宅
☎
５
５
９―

２
５
２
６

▼
日
時　

11
月
15
日
・
29
日
の
木
曜

日 

午
前
10
時
～
11
時
30
分　

▼
場

所　

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
「
み
ら

い
」
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
室
お
よ
び

音
楽
室　

▼
内
容　

ス
ト
レ
ッ
チ
を

中
心
と
し
た
健
康
体
操　

▼
対
象 

成
人
女
性　

▼
費
用
無
料　

▼
そ
の

他　

申
し
込
み
不
要
。
動
き
や
す
い

服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
▼
問

い
合
わ
せ　

清
水
宅
☎
５
６
９―

１
０
７
８
ま
た
は
古
田
宅
☎
５
９
１

―

６
２
７
２

▼
日
時　

毎
週
水
曜
日
（
月
４
回
）

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分　

▼
場

所　

忍
・
行
田
公
民
館　

▼
内
容 

ス
キ
ル
の
高
い
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
も
と
で
、
本
格
的
な
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
ダ
ン
ス
に
よ
り
、
無
理
な
く
体
を

引
き
締
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
▼

会
費　

月
額
３
千
円　

▼
そ
の
他 

動
き
や
す
い
服
装
と
シ
ュ
ー
ズ
、
タ

オ
ル
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
見
学
の

方
も
歓
迎
し
ま
す
。
▼
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ　

オ
リ
ビ
ア
小
林
☎

５
５
４―

５
２
７
５

▼
日
時　

11
月
23
日
㈮
午
前
11
時
～

午
後
５
時　

▼
内
容　

司
法
書
士
に

よ
る
労
働
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
無
料

電
話
相
談
☎
０
４
８―

８
３
８―

６
２
６
４
（
開
催
当
日
の
み
）　

▼

主
催　

埼
玉
青
年
司
法
書
士
協
議
会 

▼
共
催　

日
本
司
法
書
士
会
連
合

会
、
埼
玉
司
法
書
士
会
、
全
国
青
年

司
法
書
士
協
議
会　

▼
問
い
合
わ

せ　

司
法
書
士
今
井
☎
０
４
９―

２
２
８―
７
２
８
８

  
無
料
な
ん
で
も
相
談
会

第
111
回
鑑
賞
例
会

「
タ
カ
パ
ー
チ
が
や
っ
て
き
た
！
」

第
３
回

真
名
板
写
真
ク
ラ
ブ
写
真
展

  

３
Ｂ
体
操
講
習
会

ソ
フ
ト  

エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク

　
　

   

ダ
ン
ス
教
室
会
員

労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番



■2007.11.1  ■行田市役所／TEL556-1111

▼
日
時　

平
成
20
年
１
月
26
日

㈯
【
味
の
名
店
街
】　

午
前
11
時 

開
店
【
落
語
会
】
午
後
２
時
開
演 

▼
場
所　

商
工
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

▼
出
演　

三
笑
亭
笑
三
さ
ん
ほ
か

▼
入
場
料　

１
千
円（
全
席
自
由
・

お
土
産
付
） 

▼
定
員　

３
５
０
人

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い　

商
工
セ

ン
タ
ー
２
階
窓
口
に
て
発
売
中　

▼
そ
の
他　

味
の
名
店
街
で
は

軽
食
を
販
売
し
ま
す
。

　

展
望
タ
ワ
ー
か
ら
の
夕
陽
を
鑑

賞
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
開
館

時
間
を
午
後
５
時
ま
で
延
長
し

ま
す
。（
入
館
は
午
後
４
時
30
分

ま
で
）

▼
開
催
日　

11
月
３
日
～
24
日
の

毎
週
土
曜
日　

▼
そ
の
他　

当

日
午
後
３
時
か
ら
館
内
休
憩
所

で
ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ
ー
を
無
料
提

供
し
ま
す
。 

▼
入
館
料　

大
人

４
０
０
円
、
小
人
２
０
０
円
、
未

就
学
児
童
無
料
）

▼
無
料
開
放
日　

11
月
14
日
㈬　

▼
開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後

４
時
30
分
（
受
け
付
け
は
午
後
４

時
ま
で
）　

▼
そ
の
他　

ア
ニ
メ

『
シ
ー
ト
ン
動
物
記
～
ギ
ザ
耳
う

さ
ぎ
、
ち
び
犬
チ
ン
ク
～
』
を
上

映
し
ま
す
。

▼
日
時　

12
月
22
日
㈯
午
後
１
時

～
４
時　

▼
場
所　

古
代
蓮
会
館

研
修
工
作
室　

▼
内
容　

縁
起
物

の
植
物
を
使
っ
た
寄
せ
植
え
・
縁

起
鉢
を
つ
く
り
、
お
正
月
を
彩

る
。
※
若
干
の
変
更
の
場
合
あ
り 

▼
講
師　

テ
ク
ノ
・
ホ
ル
テ
ィ
園

芸
専
門
学
校
教
員　

▼
対
象　

成

人　

▼
定
員　

30
人
（
先
着
順
） 

▼
参
加
費　

４
千
円
（
保
険
料
・

材
料
代
）　

▼
申
し
込
み　

11
月

23
日
㈮
午
後
２
時
か
ら
同
館
窓
口

に
て
受
け
付
け

▼
日
時　

12
月
８
日
㈯
午
後
１
時

～
４
時　

▼
場
所　

古
代
蓮
会
館

研
修
工
作
室　

▼
内
容　

手
作
り

の
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
で
、
家
庭

で
の
ク
リ
ス
マ
ス
を
華
や
か
に
演

出
し
ま
し
ょ
う
。
※
若
干
の
変
更

の
場
合
あ
り　

▼
講
師　

テ
ク

ノ
・
ホ
ル
テ
ィ
園
芸
専
門
学
校

教
員　

▼
対
象　

成
人　

▼
定
員 

30
人
（
先
着
順
） 

▼
参
加
費 

３
千
円
（
保
険
料
・
材
料
代
）
▼

申
し
込
み　

11
月
17
日
㈯
午
後
２

時
か
ら
同
館
窓
口
に
て
受
け
付
け

　

26
種
類
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ

ン
が
あ
り
、
ト
レ
ー
ナ
ー
が
常
駐

し
て
い
ま
す
。
話
題
の
振
動
型
ダ

イ
エ
ッ
ト
マ
シ
ン
「
パ
ー
フ
ェ
ク

ト
ボ
デ
ィ
」
を
新
規
導
入
し
ま

し
た
の
で
、
ぜ
ひ
体
験
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
営
業
時
間　

午
前
９
時
～
午
後

９
時
※
毎
月
第
２
・
４
月
曜
日
は

休
館
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
の
火

曜
日
休
館
） 

▼
利
用
料
金　

１
回

２
時
間
４
０
０
円
（
障
害
者
手

帳
提
示
に
よ
り
減
免
制
度
あ
り
） 

▼
利
用
方
法　

初
回
に
講
習
会

（
予
約
制
）
を
受
講
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
中
学
生
以
下
の
方
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

31

行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

（財）

産業文化会館 商工センター 古代蓮会館 グリーンアリーナ

申し込み・問い合わせ

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

広告

固定資産税・都市計画税・・４期　　　介護保険料・・・・・・・５期
国民健康保険税・・・・・・５期　　　納期限・・・・１１月３０日（金）

今月の納税

　
　

サ
ン
セ
ッ
ト
鑑
賞
会

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
ご
案
内

新
春
落
語
会　
　
　

＆
味
の
名
店
街

県
民
の
日　
　
　
　

古
代
蓮
会
館
無
料
開
放

お
正
月
の
寄
せ
植
え

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
の
製
作

市民プール　アルバイト・パートスタッフ募集
職　　　　種 勤　務　時　間 採用人数・対象 時　　給 申し込み・問い合わせ

①窓口受付･施設管理
　スタッフ

午後5時30分～ 9時30分　※週2
～ 3日程度のローテーション勤務

若干名
※18 ～ 40歳くらいの方
※試用期間( ２カ月間)あり

●18歳以上
　昼間 750円
　夜間 800円
●18歳未満
　昼間 700円
　夜間 750円
※18歳以上の方
について試用期間
は50円減

履歴書（写真貼付）に希望
職種を明記のうえ、市民
プールへ11月25日㈰ま
でに申し込みください。
●市民プール（本丸3－5）
　☎555－2455
●グリーンアリーナ（和田
1242）☎553－3377

②監視･施設管理
　スタッフ

【月～金曜日】午後5時30分また
は午後6時30分～ 9時　【土・日曜
日、祝日】午前9時15分または午
後0時45分 ～ 5時15分、 午 後5
時30分または午後6時30分～ 9
時　※上記時間内にて応相談　※週
2 ～ 3日程度のローテーション勤務

3人程度
※高校生以上の方
※試用期間( ２カ月間)あり



　

阿
部
家
の
家
臣
団
は
阿
部
忠
秋
が
大
名
と
な
り
、

領
地
を
加
増
さ
れ
る
に
し
た
が
っ
て
増
強
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。
彼
ら
の
生
ま
れ
故
郷
は
全
国
に
わ
た
り

ま
す
。
幕
府
に
よ
る
大
名
改
易
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、

全
国
に
浪
人
が
溢
れ
た
家
光
政
権
期
に
あ
っ
て
新
た

に
仕
官
先
を
阿
部
家
に
求
め
た
者
た
ち
で
し
た
。「
公

餘
附
録　

巻
七
」
に
は
「
口
碑
ニ
残
リ
シ
藩
士
」
と

し
て
彼
ら
の
逸
話
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

清
野
十
太
夫
は
知
人
宅
で
碁
を
打
っ
た
際
負
け
た

こ
と
が
悔
し
く
て
、
盤
面
へ
碁
石
を
残
ら
ず
押
し
込

む
ほ
ど
の
怪
力
の
持
主
で
し
た
。
の
ち
に
阿
部
家
を

離
れ
て
江
戸
八
町
堀
の
裏
長
屋
に
独
居
し
、
貧
困
の

生
活
を
送
り
ま
し
た
。
し
か
し
他
人
か
ら
の
施
し
を

受
け
ず
、
見
か
ね
た
近
所
の
人
が
中
の
様
子
を
伺
っ

た
と
こ
ろ
、
鎧

よ
ろ
い

櫃び
つ

に
寄
り
掛
か
り
、
膝ひ

ざ

の
上
に
大
小

の
刀
を
置
き
事
切
れ
て
い
ま
し
た
。
傍
ら
に
遺
書
と

金
子
が
あ
り
、
後
の
こ
と
は
こ
れ
で
始
末
を
す
る
よ

う
に
と
書
か
れ
、
鎧
櫃
の
中
に
は
見
事
な
鎧
が
一
揃そ
ろ

え
入
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
話
を
聞
い
た
忠
秋
は
不ふ

憫び
ん

な
こ
と
を
し
た
と
漏
ら
し
た
と
い
い
ま
す
。

　

平
佐
丑
之
助
は
忠
秋
よ
り
２
５
０
石
を
賜
り
、
上

荒
井
の
縁
切
橋
近
く
に
住
み
物
頭
を
務
め
て
い
ま
し

た
。
万
治
２
年
（
１
６
５
９
）
11
月
、
平
佐
の
配

下
の
小
頭
小
室
治じ

兵へ

衛え

が
病
気
と
な
り
、
そ
の
子
供

が
ま
だ
14
歳
の
た
め
、
後
任
を
同
じ
配
下
で
普
段
親

し
く
し
て
い
た
萩
原
市
大
夫
に
命
じ
よ
う
と
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
藩
の
指
示
は
16
歳
に
な
れ
ば
初
陣
に

も
出
ら
れ
る
歳
に
な
る
の
で
、
小
室
の
息
子
を
後
任

と
す
る
も
の
で
し
た
。
既
に
平
佐
よ
り
小
頭
任
命
を

内
々
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
萩
原
は
立
腹
し
、
そ
の
説

得
に
応
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
平
佐
は
萩
原
を
討
ち
果

た
し
、
顛て
ん
ま
つ末
を
城
代
家
老
に
報
告
し
ま
し
た
。
藩
は

平
佐
を
追
放
処
分
と
し
ま
す
が
、
今
度
は
平
佐
が
藩

に
疑
心
を
も
ち
、
自
宅
に
立
て
こ
も
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
平
佐
を
召
し
捕
る
た
め
藩
の
手
勢
が
家
の
廻

り
を
囲
み
、
平
佐
は
火
縄
銃
を
撃
ち
掛
け
ま
す
が
、

最
後
は
家
に
火
を
放
ち
家
族
と
も
ど
も
討
ち
死
に
し

ま
し
た
。
藩
側
も
銃
撃
に
よ
り
足
軽
８
人
の
犠
牲
者

を
出
し
ま
し
た
。
忠
秋
は
こ
の
８
人
の
子
供
を
召
し

出
し
、
自
分
の
駕か

ご籠
の
後
を
守
ら
せ
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
初
期
の
家
臣
の
中
に
は
戦
国
の

遺
風
を
残
し
た
猛
者
た
ち
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
時
代
は
下
り
ま
す
が
、
能
書
家
と
し
て
知

ら
れ
た
佐
々
木
玄
龍
・
文
山
親
子
や
儒
家
の
三
宅
尚

斎
、
小
埼
沼
の
万
葉
歌
碑
を
記
し
た
平
岩
文
国
な
ど

の
文
化
人
も
活
躍
し
、
忍
藩
の
文
化
を
支
え
て
い
っ

た
の
で
し
た
。

　
（
郷
土
博
物
館　

鈴
木
紀
三
雄
）

　きのこは100ｇのエネルギーが20 kcal前後と低エネルギーなので、エネルギー
を気にせず食べることができます。コレステロール値や血糖値、便秘の改善に効果
のある食物繊維を多く含んでいます。エネルギーを増やさずに、食事のボリューム
を出せるお役立ち食品です。
　炒めるときは強火で、手早く火を通すのがコツ。水分が多いので、弱火で加熱す
ると、水分と一緒にうまみも流れ出てしまいます。

材料（２人分）
しめじ…100g　マッシュルーム…50g　しいたけ…30g　えのきだけ…
30g　サラダ油…大さじ１　サラダ菜…30g　Ａ【酢…大さじ１　塩…1g 
こしょう…少々　サラダ油…大さじ２】

作り方
①しめじは根元を切って小房に分け、マッシュルームは大きなものは半分

に切ります。えのきだけは根元を切り、しいたけは１㎝幅の短冊切りに
します。

②Ａを混ぜ、ドレッシングを作っておきます。　
③フライパンにサラダ油を入れ、きのこをさっと炒め、熱いうちにＡにつ

け込みます。
④器にサラダ菜をおいて、盛り付けて出来上がり。

… 低エネルギーの代表選手・きのこ …
き の こ の マ リ ネ サ ラ ダ

栄養成分（１人分）
エネルギー 203kcal　たんぱく質 2.9g　脂質 20.5g
炭水化物 4.2g　食物繊維 3.2g　塩分 0.5g

加須保健所管内行田分室地域活動栄養士会

■発行日／平成19年 11月1日

■発　行／行田市役所　〒３６１−８６０１行田市本丸2番5号
　　　　　TEL ５５６−１１１１　FAX ５５０−２１１６
　　　　　ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp
　　　　　携 帯 サ イ ト http://www.city.gyoda.lg.jp/i/

■編　集／総合政策部広報広聴課

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線 318）まで。
■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。 
■市報をカセットテープに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報
　広聴担当（内線 318）までご連絡
　ください。

口
碑
に
残
り
し
藩
士
た
ち
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阿
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忍
藩
主
阿
部
家
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環境にやさしい大豆油インキ

小埼沼の万葉歌碑


